
科⽬名

英語名

履修年次 年次・期間

専攻／課程 選必区分

単 位

指導教員

授業の⽬的と概要

⼀般⽬標（GIO）

授業の⽅法

準備学習（予習）

準備学習（復習）

成績評価

試験・課題に対するフィード
バック⽅法

学位授与⽅針との関連

SDGs17の⽬標との関連

教科書（書名・著者・出版
社）

参考書（書名・著者・出版
社）

授業計画

(左より)回数・項⽬（担当者） 到達⽬標（SBOｓ） 授業内容

医療評価演習

Seminar of Health Outcomes and Evaluation

1年 1年次・前期／2年次・前期／3年次・前期／4
年次・前期

薬学専攻／博⼠課程 選択必修

1.0単位

恩⽥ 光⼦、⼾塚 裕⼀、永井 純也、本橋 秀之、内⼭ 博雅、庄司 雅紀

疫学研究、臨床研究及び医薬品情報（添付⽂書、インタビューフォーム）における評価⼿法を理解し、研究技能の向上を⽬
指した演習を⾏う。

保健医療に関する疫学研究や臨床研究の実施、臨床現場での医薬品適正使⽤の実践に必要な知識・技能を修得する。

講義と演習を組み合わせ、理解の定着を図る。また、テーマに沿ったワークやディスカッションを適時⾏う。

予習：予め指定した資料や課題を読み（解答し）、疑問点などを抽出しておく（２時間程度）。

復習：当⽇の演習で学んだ内容についてノートにまとめておく（2時間程度）。

課題レポート（50％）、演習問題（10％）、⼝頭発表（20％）、授業中のワークやディスカッションへの積極性（20％）で評
価する。

希望者には課題レポートの評価及び演習問題の解答を開⽰し、必要に応じて解説する。

薬学研究に貢献するための能⼒、最新の知識、技能・態度及び、それらを臨床現場に適⽤するための臨床的洞察⼒、観察
⼒・解析⼒、倫理観を涵養する。

3.すべての⼈に健康と福祉を／4.質の⾼い教育をみんなに／12.つくる責任 つかう責任

指定しない。

臨床研究の道標 福原 俊⼀ NPO法⼈健康医療評価研究機構
リサーチクエッションの作り⽅ 福原 俊⼀ NPO法⼈健康医療評価研究機構

1      臨床研究を始めるにあたって-イントロダクション（恩⽥）疑問の構造化・モデル化、概念
2      研究デザイン、変数の測定（恩⽥）研究デザインの種類と選択、変数の種類・測定⽅法、統計解析の役割と留意点
3      臨床研究における倫理的配慮（庄司）倫理的原則、利益相反への配慮
4      医薬品情報による製剤設計の推測とその利活⽤ (1)（⼾塚）ジェネリック医薬品と医薬品添付⽂書 〜添付⽂書情報を読み解く〜
5      医薬品情報による製剤設計の推測とその利活⽤ (2)（⼾塚）医薬品添付⽂書およびインタビューフォームにおける医薬品添加剤情報の収集
6      医薬品情報による製剤設計の推測とその利活⽤ (3)（内⼭）医薬品添加剤情報からの製剤設計の分析・推測
7      医薬品情報における薬物動態の評価とその利活⽤ (1)（永井）医薬品添付⽂書およびインタビューフォームにおける薬物動態情報の収集とその活⽤
8      医薬品情報における薬物動態の評価とその利活⽤ (2)（本橋）医療現場での薬物動態情報
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科⽬名

英語名

履修年次 年次・期間

専攻／課程 選必区分

単 位

指導教員

授業の⽬的と概要

⼀般⽬標（GIO）

授業の⽅法

準備学習（予習）

準備学習（復習）

成績評価

試験・課題に対するフィード
バック⽅法

学位授与⽅針との関連

SDGs17の⽬標との関連

教科書（書名・著者・出版
社）

参考書（書名・著者・出版
社）

授業計画

(左より)回数・項⽬（担当者） 到達⽬標（SBOｓ） 授業内容

治験・臨床試験演習

Seminar of Clinical Trials

1年 1年次・後期／2年次・後期／3年次・後期／4
年次・後期

薬学専攻／博⼠課程 選択必修

1.0単位

中村 任、岩永 ⼀範、中村 敏明、⽮野 良⼀、⾓⼭ ⾹織

治験および臨床試験における薬学的評価⼿法を理解し、研究技能の向上を⽬指した演習を⾏う。

治験・臨床試験における有効性や安全性の評価に加え、製剤設計や医療統計等の関連項⽬について理解し、治験・臨床試験
を⽴案、計画、実施するための基礎を修得する。

講義と演習を組み合わせ、理解の定着を図る。また、テーマに沿った双⽅向のディスカッションを適時⾏う。

予習：授業計画の項⽬から各回の授業で対象としている項⽬について簡単に下調べをし、理解しにくい部分をピックアップし
ておくこと。（1時間）

復習：当⽇の授業で学んだ内容についてサマリーを作成し、⽂献などで検証して実質的な討論ができるようディスカッション
当⽇までに準備しておくこと。（3時間）

討論（４０点）、レポートまたはプレゼンテーション（６０点）にて評価する。

プレゼンテーションの際、理解が不⾜していることがあれば解説し、質問に対して答えられなかった場合は助⾔する。

薬学研究に貢献できる能⼒と、優れた技能・態度・倫理観の涵養を⽬指す。

3.すべての⼈に健康と福祉を

特に指定しない

適宜紹介する。

1    オリエンテーション（中村任）ガイダンスと臨床試験の概説講義を⾏う。
2    テーマ設定（中村任、岩永、中村敏、⽮野、⾓⼭）治験・臨床試験における有効性と安全性の評価ならびに製剤設計や医療統計等の関連項⽬について⾃
ら討議し、テーマならびに各⾃の作業課題を設定する。
3    ⽂献調査及び討議（中村任、岩永）学⽣⾃らが⽂献調査及び討議を重ね、中間発表へ向けて準備する。
4    ⽂献調査及び討議（中村敏、⾓⼭）学⽣⾃らが⽂献調査及び討議を重ね、中間発表へ向けて準備する。
5    ⽂献調査及び討議（⽮野）学⽣⾃らが⽂献調査及び討議を重ね、中間発表へ向けて準備する。
6    中間発表及び討論（中村任）中間発表を⾏い、討論する。
7    ⽂献調査及び討議（中村任、岩永）中間発表及び討論内容を参考に、学⽣⾃らが⽂献調査及び討議を重ね、最終発表へ向けて準備する。
8    ⽂献調査及び討議（中村敏、⾓⼭）中間発表及び討論内容を参考に、学⽣⾃らが⽂献調査及び討議を重ね、最終発表へ向けて準備する。
9    ⽂献調査及び討議（⽮野）中間発表及び討論内容を参考に、学⽣⾃らが⽂献調査及び討議を重ね、最終発表へ向けて準備する。
10    最終発表（中村任）全体のまとめを発表する。
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科⽬名

英語名

履修年次 年次・期間

専攻／課程 選必区分

単 位

指導教員

授業の⽬的と概要

⼀般⽬標（GIO）

授業の⽅法

準備学習（予習）

準備学習（復習）

成績評価

試験・課題に対するフィード
バック⽅法

学位授与⽅針との関連

SDGs17の⽬標との関連

教科書（書名・著者・出版
社）

参考書（書名・著者・出版
社）

授業計画

(左より)回数・項⽬（担当者） 到達⽬標（SBOｓ） 授業内容

創薬化学演習

Seminar of Medicinal Chemistry

1年 1年次・前期／2年次・前期／3年次・前期／4
年次・前期

薬学専攻／博⼠課程 選択必修

1.0単位

平野 智也、⾕⼝ 雅彦、宇佐美 吉英、⼭⽥ 剛司、和⽥ 俊⼀、浅野 晶⼦、⽶⼭ 弘樹、平⽥ 佳之、加藤 巧⾺、葉⼭ 登、安⽥
⼤輔

医薬品などの機能性分⼦あるいは⽣体関連物質を創製するための理論と実際を、最新の研究動向に触れながら理解を深める
ことを⽬的とする。

医薬品などの機能性分⼦あるいは⽣体関連物質を創製する最新の知⾒を概説できる。

授業計画の奇数回で創薬関連の最新のトピックを解説し、その内容に関連する項⽬を学⽣が⽂献調査し、次回プレゼンテー
ション、質疑応答を⾏う。

予習：
奇数回：1時間；授業計画を参考にして、奇数回の各項⽬に関する疑問点などを調べ、整理しておくこと。
偶数回：4時間；奇数回の授業内容に関する⽂献調査を⾏い、要点を整理しプレゼンテーションの準備を進めておくこと。

復習：
奇数回：1時間；授業の内容を整理し、疑問点などをまとめておくこと。
偶数回：1時間；プレゼンテーションの際の質疑の内容について調べ整理しておくこと。

プレゼンテーション 70% (調査内容40%、発表30%)、質疑応答 30%

各プレゼンテーション時に、調査内容及び発表について講評する。

創薬化学に関する新しい知⾒を調査・把握・発表することで、問題の発⾒と解決につながる⾼度な専⾨的知識と技能を⾝に
つける。

3.すべての⼈に健康と福祉を／9.産業と技術⾰新の基盤をつくろう

特に指定しない

特に指定しない

1    創薬化学領域のトピック解説１（宇佐美）創薬における複素環化学領域の最新知⾒について説明できる。
2    創薬における複素環化学領域の最新知⾒について発表する（宇佐美、⽶⼭、葉⼭）創薬における複素環化学領域の最新知⾒について調査・発表できる。
3    創薬化学領域のトピック解説２（平野） ⽣体機能制御、疾患治療に⽤いられる光機能分⼦の最新知⾒について説明できる。
4    創薬における光機能性分⼦の最新知⾒について発表する（平野、⼭⽥、安⽥）⽣体機能制御、疾患治療に⽤いられる光機能分⼦の最新知⾒について調
査・発表できる。
5    創薬化学領域のトピック解説３（和⽥）創薬における核酸化学領域の最新知⾒について説明できる。
6    創薬における核酸化学領域の最新知⾒について発表する（和⽥）創薬における核酸化学領域の最新知⾒について調査・発表できる。
7    創薬化学領域のトピック解説４（⾕⼝、平⽥）創薬における天然物化学領域の最新知⾒について説明できる。
8    創薬における天然物化学領域の最新知⾒について発表する（⾕⼝、浅野、平⽥、加藤）創薬における天然物化学領域の最新知⾒について調査・発表でき
る。
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科⽬名

英語名

履修年次 年次・期間

学科 専攻

単位 選必区分

授業の⽬的と概要

⼀般⽬標（GIO）

到達⽬標（SBOs）

授業の⽅法

準備学習（予習）

準備学習（復習）

成績評価

試験・課題に対するフィード
バック⽅法

学位授与⽅針との関連

SDGs17の⽬標との関連

領域

指導教員

研究テーマ

特別研究

Thesis Research

1年 1年次・通年／2年次・通年／3年次・通年／4
年次・通年

薬学専攻

24.0単位 必修

未知なる⽣命現象の解明や新規薬物治療の開発を図る上で必要な研究活動における基本的知識、技能、態度を修得するた
め、医療・臨床薬学関連のテーマで基礎研究および応⽤研究を⾏う。

研究を⾃ら実施できるようになるために、研究課題の達成までのプロセスを実践することで、倫理観を養うとともに研究活
動に必要な知識・技能・態度を修得する。

・研究課題の背景となる国内外研究の状況を理解し、その問題点を抽出できる。
・研究課題に関連する論⽂を読み、理解できる。
・研究計画を⽴て、実験や⾮実験系臨床研究を実施できる。
・研究の結果をまとめることができる。
・研究の結果を考察し、評価できる。
・研究の結果を発表し、質疑応答ができる。
・研究の成果を報告書や論⽂としてまとめることができる。

指導教員の指導下、特別研究の課題に取り組む。

予習：⽇々の研究計画の⽴案に際して、研究背景に関する知識を幅広く得ておく必要がある。
およその⽬安として研究の実施項⽬ごとに３時間程度とするが、状況によって必要時間は変わる。

復習：⽇々の研究によって得られた結果の考察を深めるためには、関連研究の情報収集が必要である。およその⽬安として、
研究の実施項⽬ごとに３時間程度とするが、状況によって必要時間は変わる。

⽇々の研究への取り組みに対する姿勢に加えて、研究成果のプレゼンテーション、特別研究報告書や論⽂等に基づき、総合的
に評価する。

研究課題に対して積極的に取り組み、様々な⾓度からの検討を通じて最善の⽅針を⽴てられるように⽇常的にフィードバック
する。新たな研究の流れに注意を払い、⾃らの実験のみでなく、参考になる関連分野の研究にも興味と関⼼を持って向かう
姿勢を継続的に促す。

薬学研究に貢献できる⼗分な能⼒を有し、⾼度かつ広範で最新の知識、並びに⾼度かつ優れた技能・態度・倫理観・責任感
等を⾝に付けることに加え、優れた臨床的洞察⼒・観察⼒・解析⼒を持つために、掲げた課題の解決にむけて研究を展開す
る。

3.すべての⼈に健康と福祉を

医療薬学領域

⼤野 ⾏弘、清⽔ 佐紀、國澤 直史

・精神神経疾患の病態および薬物治療研究
・セロトニン神経系の機能解析および創薬応⽤研究
・新たな神経疾患モデルの開発と治療薬探索研究
・中枢神経作⽤薬の薬理研究
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科⽬名

英語名

履修年次 年次・期間

学科 専攻

単位 選必区分

授業の⽬的と概要

⼀般⽬標（GIO）

到達⽬標（SBOs）

授業の⽅法

準備学習（予習）

準備学習（復習）

成績評価

試験・課題に対するフィード
バック⽅法

学位授与⽅針との関連

SDGs17の⽬標との関連

領域

指導教員

研究テーマ

特別研究

Thesis Research

1年 1年次・通年／2年次・通年／3年次・通年／4
年次・通年

薬学専攻／博⼠課程

24.0単位 必修

未知なる⽣命現象の解明や新規薬物治療の開発を図る上で必要な研究活動における基本的知識、技能、態度を修得するた
め、医療・臨床薬学関連のテーマで基礎研究および応⽤研究を⾏う。

研究を⾃ら実施できるようになるために、研究課題の達成までのプロセスを実践することで、倫理観を養うとともに研究活
動に必要な知識・技能・態度を修得する。

・研究課題の背景となる国内外研究の状況を理解し、その問題点を抽出できる。
・研究課題に関連する論⽂を読み、理解できる。
・研究計画を⽴て、実験や⾮実験系臨床研究を実施できる。
・研究の結果をまとめることができる。
・研究の結果を考察し、評価できる。
・研究の結果を発表し、質疑応答ができる。
・研究の成果を報告書や論⽂としてまとめることができる。

指導教員の指導下、特別研究の課題に取り組む。

予習：⽇々の研究計画の⽴案に際して、研究背景に関する知識を幅広く得ておく必要がある。
およその⽬安として研究の実施項⽬ごとに３時間程度とするが、状況によって必要時間は変わる。

復習：⽇々の研究によって得られた結果の考察を深めるためには、関連研究の情報収集が必要である。およその⽬安として、
研究の実施項⽬ごとに３時間程度とするが、状況によって必要時間は変わる。

⽇々の研究への取り組みに対する姿勢に加えて、研究成果のプレゼンテーション、特別研究報告書や論⽂等に基づき、総合的
に評価する。

研究課題に対して積極的に取り組み、様々な⾓度からの検討を通じて最善の⽅針を⽴てられるように⽇常的にフィードバック
する。新たな研究の流れに注意を払い、⾃らの実験のみでなく、参考になる関連分野の研究にも興味と関⼼を持って向かう
姿勢を継続的に促す。

薬学研究に貢献できる⼗分な能⼒を有し、⾼度かつ広範で最新の知識、並びに⾼度かつ優れた技能・態度・倫理観・責任感
等を⾝に付けることに加え、優れた臨床的洞察⼒・観察⼒・解析⼒を持つために、掲げた課題の解決にむけて研究を展開す
る。

3.すべての⼈に健康と福祉を

医療薬学領域

藤森 功、⼩池 敦資、中辻 匡俊

・脂質メディエーターとそれらの代謝物の機能と産⽣調節機構に関する研究
・脂質メディエーターによる各種疾患制御の分⼦機構の解明と調節化合物の開発
・肥満制御の分⼦機構と新規抗肥満薬開発に関する研究
・エピジェネティック制御に関する研究
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科⽬名

英語名

履修年次 年次・期間

学科 専攻

単位 選必区分

授業の⽬的と概要

⼀般⽬標（GIO）

到達⽬標（SBOs）

授業の⽅法

準備学習（予習）

準備学習（復習）

成績評価

試験・課題に対するフィード
バック⽅法

学位授与⽅針との関連

SDGs17の⽬標との関連

領域

指導教員

研究テーマ

特別研究

Thesis Research

1年 1年次・通年／2年次・通年／3年次・通年／4
年次・通年

薬学専攻

24.0単位 必修

未知なる⽣命現象の解明や新規薬物治療の開発を図る上で必要な研究活動における基本的知識、技能、態度を修得するた
め、医療・臨床薬学関連のテーマで基礎研究および応⽤研究を⾏う。

研究を⾃ら実施できるようになるために、研究課題の達成までのプロセスを実践することで、倫理観を養うとともに研究活
動に必要な知識・技能・態度を修得する。

・研究課題の背景となる国内外研究の状況を理解し、その問題点を抽出できる。
・研究課題に関連する論⽂を読み、理解できる。
・研究計画を⽴て、実験や⾮実験系臨床研究を実施できる。
・研究の結果をまとめることができる。
・研究の結果を考察し、評価できる。
・研究の結果を発表し、質疑応答ができる。
・研究の成果を報告書や論⽂としてまとめることができる。

指導教員の指導下、特別研究の課題に取り組む。

予習：⽇々の研究計画の⽴案に際して、研究背景に関する知識を幅広く得ておく必要がある。
およその⽬安として研究の実施項⽬ごとに３時間程度とするが、状況によって必要時間は変わる。

復習：⽇々の研究によって得られた結果の考察を深めるためには、関連研究の情報収集が必要である。およその⽬安として、
研究の実施項⽬ごとに３時間程度とするが、状況によって必要時間は変わる。

⽇々の研究への取り組みに対する姿勢に加えて、研究成果のプレゼンテーション、特別研究報告書や論⽂等に基づき、総合的
に評価する。

研究課題に対して積極的に取り組み、様々な⾓度からの検討を通じて最善の⽅針を⽴てられるように⽇常的にフィードバック
する。新たな研究の流れに注意を払い、⾃らの実験のみでなく、参考になる関連分野の研究にも興味と関⼼を持って向かう
姿勢を継続的に促す。

薬学研究に貢献できる⼗分な能⼒を有し、⾼度かつ広範で最新の知識、並びに⾼度かつ優れた技能・態度・倫理観・責任感
等を⾝に付けることに加え、優れた臨床的洞察⼒・観察⼒・解析⼒を持つために、掲げた課題の解決にむけて研究を展開す
る。

3.すべての⼈に健康と福祉を

医療薬学領域

⼤喜多 守、⽥和 正志、中川 恵輔

・内⽪由来⾎管作動性物質の産⽣調節機構に関する研究
・腎疾患と⾎管機能障害との関連に関する研究
・循環器疾患の発症と進展における⾎管作動性物質の病態⽣理学的役割に関する研究
・循環器疾患の発症と進展における性差に関する研究
・抗酸化性機能性⾷品素材の新規⽣理活性に関する研究
・肺性⾼⾎圧に対する新規薬物治療法開発に関する研究
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科⽬名

英語名

履修年次 年次・期間

学科 専攻

単位 選必区分

授業の⽬的と概要

⼀般⽬標（GIO）

到達⽬標（SBOs）

授業の⽅法

準備学習（予習）

準備学習（復習）

成績評価

試験・課題に対するフィード
バック⽅法

学位授与⽅針との関連

SDGs17の⽬標との関連

領域

指導教員

研究テーマ

特別研究

Thesis Research

1年 1年次・通年／2年次・通年／3年次・通年／4
年次・通年

薬学専攻

24.0単位 必修

未知なる⽣命現象の解明や新規薬物治療の開発を図る上で必要な研究活動における基本的知識、技能、態度を修得するた
め、医療・臨床薬学関連のテーマで基礎研究および応⽤研究を⾏う。

研究を⾃ら実施できるようになるために、研究課題の達成までのプロセスを実践することで、倫理観を養うとともに研究活
動に必要な知識・技能・態度を修得する。

・研究課題の背景となる国内外研究の状況を理解し、その問題点を抽出できる。
・研究課題に関連する論⽂を読み、理解できる。
・研究計画を⽴て、実験や⾮実験系臨床研究を実施できる。
・研究の結果をまとめることができる。
・研究の結果を考察し、評価できる。
・研究の結果を発表し、質疑応答ができる。
・研究の成果を報告書や論⽂としてまとめることができる。

指導教員の指導下、特別研究の課題に取り組む。

予習：⽇々の研究計画の⽴案に際して、研究背景に関する知識を幅広く得ておく必要がある。
およその⽬安として研究の実施項⽬ごとに３時間程度とするが、状況によって必要時間は変わる。

復習：⽇々の研究によって得られた結果の考察を深めるためには、関連研究の情報収集が必要である。およその⽬安として、
研究の実施項⽬ごとに３時間程度とするが、状況によって必要時間は変わる。

⽇々の研究への取り組みに対する姿勢に加えて、研究成果のプレゼンテーション、特別研究報告書や論⽂等に基づき、総合的
に評価する。

研究課題に対して積極的に取り組み、様々な⾓度からの検討を通じて最善の⽅針を⽴てられるように⽇常的にフィードバック
する。新たな研究の流れに注意を払い、⾃らの実験のみでなく、参考になる関連分野の研究にも興味と関⼼を持って向かう
姿勢を継続的に促す。

薬学研究に貢献できる⼗分な能⼒を有し、⾼度かつ広範で最新の知識、並びに⾼度かつ優れた技能・態度・倫理観・責任感
等を⾝に付けることに加え、優れた臨床的洞察⼒・観察⼒・解析⼒を持つために、掲げた課題の解決にむけて研究を展開す
る。

3.すべての⼈に健康と福祉を

医療薬学領域

福森 亮雄、⼭⼝ 敬⼦、柳⽥ 寛太

・認知症の病態解明と診断・治療法開発に関する基礎・臨床研究
・⾃⼰免疫性脳炎の病態解明と診断法の開発に関する基礎・臨床研究
・⾮天然アミノ酸を⽤いた受容体のリガンドを探索する基礎研究
・Crispr/Cas9を⽤いたノックアウト・イン細胞や⽣物の作成とその解析
・有機試薬の合成とその構造解析並びに分析化学への応⽤に関する研究
・病態関連物質の測定法の開発に関する研究
・⽣理活性作⽤を有する⾦属錯体の創製に関する研究
・iPS細胞を使⽤したアルツハイマー病関連タンパクの解析
・γ-セクレターゼの膜内切断メカニズムに関する研究

167



科⽬名

英語名

履修年次 年次・期間

学科 専攻

単位 選必区分

授業の⽬的と概要

⼀般⽬標（GIO）

到達⽬標（SBOs）

授業の⽅法

準備学習（予習）

準備学習（復習）

成績評価

試験・課題に対するフィード
バック⽅法

学位授与⽅針との関連

SDGs17の⽬標との関連

領域

指導教員

研究テーマ

特別研究

Thesis Research

1年 1年次・通年／2年次・通年／3年次・通年／4
年次・通年

薬学専攻

24.0単位 必修

未知なる⽣命現象の解明や新規薬物治療の開発を図る上で必要な研究活動における基本的知識、技能、態度を修得するた
め、医療・臨床薬学関連のテーマで基礎研究および応⽤研究を⾏う。

研究を⾃ら実施できるようになるために、研究課題の達成までのプロセスを実践することで、倫理観を養うとともに研究活
動に必要な知識・技能・態度を修得する。

・研究課題の背景となる国内外研究の状況を理解し、その問題点を抽出できる。
・研究課題に関連する論⽂を読み、理解できる。
・研究計画を⽴て、実験や⾮実験系臨床研究を実施できる。
・研究の結果をまとめることができる。
・研究の結果を考察し、評価できる。
・研究の結果を発表し、質疑応答ができる。
・研究の成果を報告書や論⽂としてまとめることができる。

指導教員の指導下、特別研究の課題に取り組む。

予習：⽇々の研究計画の⽴案に際して、研究背景に関する知識を幅広く得ておく必要がある。
およその⽬安として研究の実施項⽬ごとに３時間程度とするが、状況によって必要時間は変わる。

復習：⽇々の研究によって得られた結果の考察を深めるためには、関連研究の情報収集が必要である。およその⽬安として、
研究の実施項⽬ごとに３時間程度とするが、状況によって必要時間は変わる。

⽇々の研究への取り組みに対する姿勢に加えて、研究成果のプレゼンテーション、特別研究報告書や論⽂等に基づき、総合的
に評価する。

研究課題に対して積極的に取り組み、様々な⾓度からの検討を通じて最善の⽅針を⽴てられるように⽇常的にフィードバック
する。新たな研究の流れに注意を払い、⾃らの実験のみでなく、参考になる関連分野の研究にも興味と関⼼を持って向かう
姿勢を継続的に促す。

薬学研究に貢献できる⼗分な能⼒を有し、⾼度かつ広範で最新の知識、並びに⾼度かつ優れた技能・態度・倫理観・責任感
等を⾝に付けることに加え、優れた臨床的洞察⼒・観察⼒・解析⼒を持つために、掲げた課題の解決にむけて研究を展開す
る。

3.すべての⼈に健康と福祉を

医療薬学領域

加藤 隆児、幸⽥ 祐佳、⽥中 早織

・重篤副作⽤（肝障害、肺障害、腎障害、⼼筋障害など）発症機構の解明と予測マーカーの探索
・酸化ストレス疾患の病態解明と予防法に関する研究
・在宅医療における薬物⾎中濃度モニタリング（TDM）の臨床的有⽤性に関する研究
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科⽬名

英語名

履修年次 年次・期間

学科 専攻

単位 選必区分

授業の⽬的と概要

⼀般⽬標（GIO）

到達⽬標（SBOs）

授業の⽅法

準備学習（予習）

準備学習（復習）

成績評価

試験・課題に対するフィード
バック⽅法

学位授与⽅針との関連

SDGs17の⽬標との関連

領域

指導教員

研究テーマ

特別研究

Thesis Research

1年 1年次・通年／2年次・通年／3年次・通年／4
年次・通年

薬学専攻（博⼠課程）

24.0単位 必修

未知なる⽣命現象の解明や新規薬物治療の開発を図る上で必要な研究活動における基本的知識、技能、態度を修得するた
め、医療・臨床薬学関連のテーマで基礎研究および応⽤研究を⾏う。

研究を⾃ら実施できるようになるために、研究課題の達成までのプロセスを実践することで、倫理観を養うとともに研究活
動に必要な知識・技能・態度を修得する。

・研究課題の背景となる国内外研究の状況を理解し、その問題点を抽出できる。
・研究課題に関連する論⽂を読み、理解できる。
・研究計画を⽴て、実験や⾮実験系臨床研究を実施できる。
・研究の結果をまとめることができる。
・研究の結果を考察し、評価できる。
・研究の結果を発表し、質疑応答ができる。
・研究の成果を報告書や論⽂としてまとめることができる。

指導教員の指導下、特別研究の課題に取り組む。

予習：⽇々の研究計画の⽴案に際して、研究背景に関する知識を幅広く得ておく必要がある。
およその⽬安として研究の実施項⽬ごとに３時間程度とするが、状況によって必要時間は変わる。

復習：⽇々の研究によって得られた結果の考察を深めるためには、関連研究の情報収集が必要である。およその⽬安として、
研究の実施項⽬ごとに３時間程度とするが、状況によって必要時間は変わる。

⽇々の研究への取り組みに対する姿勢に加えて、研究成果のプレゼンテーション、特別研究報告書や論⽂等に基づき、総合的
に評価する。

研究課題に対して積極的に取り組み、様々な⾓度からの検討を通じて最善の⽅針を⽴てられるように⽇常的にフィードバック
する。新たな研究の流れに注意を払い、⾃らの実験のみでなく、参考になる関連分野の研究にも興味と関⼼を持って向かう
姿勢を継続的に促す。

薬学研究に貢献できる⼗分な能⼒を有し、⾼度かつ広範で最新の知識、並びに⾼度かつ優れた技能・態度・倫理観・責任感
等を⾝に付けることに加え、優れた臨床的洞察⼒・観察⼒・解析⼒を持つために、掲げた課題の解決にむけて研究を展開す
る。

3.すべての⼈に健康と福祉を

臨床薬学領域

⼾塚 裕⼀、内⼭ 博雅、⽥仲 涼眞

・難⽔溶性医薬品の溶解性と吸収性改善に関する研究
・機能性添加剤を⽤いたナノ複合体形成とその応⽤に関する研究
・機能性微粒⼦の開発に関する研究
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科⽬名

英語名

履修年次 年次・期間

学科 専攻

単位 選必区分

授業の⽬的と概要

⼀般⽬標（GIO）

到達⽬標（SBOs）

授業の⽅法

準備学習（予習）

準備学習（復習）

成績評価

試験・課題に対するフィード
バック⽅法

学位授与⽅針との関連

SDGs17の⽬標との関連

領域

指導教員

研究テーマ

特別研究

Thesis Research

1年 1年次・通年／2年次・通年／3年次・通年／4
年次・通年

薬学専攻

24.0単位 必修

未知なる⽣命現象の解明や新規薬物治療の開発を図る上で必要な研究活動における基本的知識、技能、態度を修得するた
め、医療・臨床薬学関連のテーマで基礎研究および応⽤研究を⾏う。

研究を⾃ら実施できるようになるために、研究課題の達成までのプロセスを実践することで、倫理観を養うとともに研究活
動に必要な知識・技能・態度を修得する。

・研究課題の背景となる国内外研究の状況を理解し、その問題点を抽出できる。
・研究課題に関連する論⽂を読み、理解できる。
・研究計画を⽴て、実験や⾮実験系臨床研究を実施できる。
・研究の結果をまとめることができる。
・研究の結果を考察し、評価できる。
・研究の結果を発表し、質疑応答ができる。
・研究の成果を報告書や論⽂としてまとめることができる。

指導教員の指導下、特別研究の課題に取り組む。

予習：⽇々の研究計画の⽴案に際して、研究背景に関する知識を幅広く得ておく必要がある。
およその⽬安として研究の実施項⽬ごとに３時間程度とするが、状況によって必要時間は変わる。

復習：⽇々の研究によって得られた結果の考察を深めるためには、関連研究の情報収集が必要である。およその⽬安として、
研究の実施項⽬ごとに３時間程度とするが、状況によって必要時間は変わる。

⽇々の研究への取り組みに対する姿勢に加えて、研究成果のプレゼンテーション、特別研究報告書や論⽂等に基づき、総合的
に評価する。

研究課題に対して積極的に取り組み、様々な⾓度からの検討を通じて最善の⽅針を⽴てられるように⽇常的にフィードバック
する。新たな研究の流れに注意を払い、⾃らの実験のみでなく、参考になる関連分野の研究にも興味と関⼼を持って向かう
姿勢を継続的に促す。

薬学研究に貢献できる⼗分な能⼒を有し、⾼度かつ広範で最新の知識、並びに⾼度かつ優れた技能・態度・倫理観・責任感
等を⾝に付けることに加え、優れた臨床的洞察⼒・観察⼒・解析⼒を持つために、掲げた課題の解決にむけて研究を展開す
る。

3.すべての⼈に健康と福祉を

臨床薬学領域

永井 純也、本橋 秀之、⽵林 裕美⼦

・病態時における薬物動態変動の分⼦機構解析とそれに基づく薬物投与法の⾄適化に関する研究
・薬物動態制御分⼦を標的とした薬効増強及び副作⽤低減に関する研究
・間葉系幹細胞を利⽤した医薬品の有効性・安全性の向上と細胞医薬品としての有効性評価に関する研究
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科⽬名

英語名

履修年次 年次・期間

学科 専攻

単位 選必区分

授業の⽬的と概要

⼀般⽬標（GIO）

到達⽬標（SBOs）

授業の⽅法

準備学習（予習）

準備学習（復習）

成績評価

試験・課題に対するフィード
バック⽅法

学位授与⽅針との関連

SDGs17の⽬標との関連

領域

指導教員

研究テーマ

特別研究

Thesis Research

1年 1年次・通年／2年次・通年／3年次・通年／4
年次・通年

薬学専攻／博⼠課程

24.0単位 必修

未知なる⽣命現象の解明や新規薬物治療の開発を図る上で必要な研究活動における基本的知識、技能、態度を修得するた
め、医療・臨床薬学関連のテーマで基礎研究および応⽤研究を⾏う。

研究を⾃ら実施できるようになるために、研究課題の達成までのプロセスを実践することで、倫理観を養うとともに研究活
動に必要な知識・技能・態度を修得する。

・研究課題の背景となる国内外研究の状況を理解し、その問題点を抽出できる。
・研究課題に関連する論⽂を読み、理解できる。
・研究計画を⽴て、実験や⾮実験系臨床研究を実施できる。
・研究の結果をまとめることができる。
・研究の結果を考察し、評価できる。
・研究の結果を発表し、質疑応答ができる。
・研究の成果を報告書や論⽂としてまとめることができる。

指導教員の指導下、特別研究の課題に取り組む。

予習：⽇々の研究計画の⽴案に際して、研究背景に関する知識を幅広く得ておく必要がある。
およその⽬安として研究の実施項⽬ごとに３時間程度とするが、状況によって必要時間は変わる。

復習：⽇々の研究によって得られた結果の考察を深めるためには、関連研究の情報収集が必要である。およその⽬安として、
研究の実施項⽬ごとに３時間程度とするが、状況によって必要時間は変わる。

⽇々の研究への取り組みに対する姿勢に加えて、研究成果のプレゼンテーション、特別研究報告書や論⽂等に基づき、総合的
に評価する。

研究課題に対して積極的に取り組み、様々な⾓度からの検討を通じて最善の⽅針を⽴てられるように⽇常的にフィードバック
する。新たな研究の流れに注意を払い、⾃らの実験のみでなく、参考になる関連分野の研究にも興味と関⼼を持って向かう
姿勢を継続的に促す。

薬学研究に貢献できる⼗分な能⼒を有し、⾼度かつ広範で最新の知識、並びに⾼度かつ優れた技能・態度・倫理観・責任感
等を⾝に付けることに加え、優れた臨床的洞察⼒・観察⼒・解析⼒を持つために、掲げた課題の解決にむけて研究を展開す
る。

3.すべての⼈に健康と福祉を

臨床薬学領域

中村 任、中村 敏明、岩永 ⼀範、⽮野 良⼀、⾓⼭ ⾹織

・服⽤メディアの違いによる薬物の消化管吸収変動の解析に関する研究
・循環器疾患薬物療法の有効性と安全性に対するバイオマーカーの探索と臨床評価に関する研究
・癌化学療法の有効性と安全性に対するバイオマーカーの探索と臨床評価に関する研究
・医薬品情報学的アプローチによる薬物療法のリスク最⼩化研究
・医療データベースを⽤いた医薬品の安全性評価
・薬学臨床教育の改善・充実や教育効果の評価に関する研究
・医療機関と連携したクリニカルリサーチ
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科⽬名

英語名

履修年次 年次・期間

学科 専攻

単位 選必区分

授業の⽬的と概要

⼀般⽬標（GIO）

到達⽬標（SBOs）

授業の⽅法

準備学習（予習）

準備学習（復習）

成績評価

試験・課題に対するフィード
バック⽅法

学位授与⽅針との関連

SDGs17の⽬標との関連

領域

指導教員

研究テーマ

特別研究

Thesis Research

1年 1年次・通年／2年次・通年／3年次・通年／4
年次・通年

薬学科 薬学専攻

24.0単位 必修

未知なる⽣命現象の解明や新規薬物治療の開発を図る上で必要な研究活動における基本的知識、技能、態度を修得するた
め、医療・臨床薬学関連のテーマで基礎研究および応⽤研究を⾏う。

研究を⾃ら実施できるようになるために、研究課題の達成までのプロセスを実践することで、倫理観を養うとともに研究活
動に必要な知識・技能・態度を修得する。

・研究課題の背景となる国内外研究の状況を理解し、その問題点を抽出できる。
・研究課題に関連する論⽂を読み、理解できる。
・研究計画を⽴て、実験や⾮実験系臨床研究を実施できる。
・研究の結果をまとめることができる。
・研究の結果を考察し、評価できる。
・研究の結果を発表し、質疑応答ができる。
・研究の成果を報告書や論⽂としてまとめることができる。

指導教員の指導下、特別研究の課題に取り組む。

予習：⽇々の研究計画の⽴案に際して、研究背景に関する知識を幅広く得ておく必要がある。
およその⽬安として研究の実施項⽬ごとに３時間程度とするが、状況によって必要時間は変わる。

復習：⽇々の研究によって得られた結果の考察を深めるためには、関連研究の情報収集が必要である。およその⽬安として、
研究の実施項⽬ごとに３時間程度とするが、状況によって必要時間は変わる。

⽇々の研究への取り組みに対する姿勢に加えて、研究成果のプレゼンテーション、特別研究報告書や論⽂等に基づき、総合的
に評価する。

研究課題に対して積極的に取り組み、様々な⾓度からの検討を通じて最善の⽅針を⽴てられるように⽇常的にフィードバック
する。新たな研究の流れに注意を払い、⾃らの実験のみでなく、参考になる関連分野の研究にも興味と関⼼を持って向かう
姿勢を継続的に促す。

薬学研究に貢献できる⼗分な能⼒を有し、⾼度かつ広範で最新の知識、並びに⾼度かつ優れた技能・態度・倫理観・責任感
等を⾝に付けることに加え、優れた臨床的洞察⼒・観察⼒・解析⼒を持つために、掲げた課題の解決にむけて研究を展開す
る。

3.すべての⼈に健康と福祉を

薬学臨床領域／社会薬学・薬局管理学研究室

恩⽥・庄司

・多職種連携によるポリファーマシー対策に関する研究
・薬局における副作⽤モニタリングに関する研究
・服薬アドヒアランスの維持・改善に関する研究
・薬剤師による在宅ケアサービスの推進に関する研究
・⽣活習慣改善⽀援／⽣活習慣病の療養⽀援に関する研究
・認知⾏動療法に基づく、うつ病患者の療養⽀援に関する研究
・薬局における認知症への対応⼒向上に関する研究
・セルフメディケーション⽀援に関する研究
・薬局薬剤師業務に関する国際⽐較研究
・病院感染菌のバイオフィルム研究
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科⽬名

英語名

履修年次 年次・期間

学科 専攻

単位 選必区分

授業の⽬的と概要

⼀般⽬標（GIO）

到達⽬標（SBOs）

授業の⽅法

準備学習（予習）

準備学習（復習）

成績評価

試験・課題に対するフィード
バック⽅法

学位授与⽅針との関連

SDGs17の⽬標との関連

領域

指導教員

研究テーマ

特別研究

Thesis Research

1年 1年次・通年／2年次・通年／3年次・通年／4
年次・通年

薬学専攻/博⼠課程

24.0単位 必修

未知なる⽣命現象の解明や新規薬物治療の開発を図る上で必要な研究活動における基本的知識、技能、態度を修得するた
め、医療・臨床薬学関連のテーマで基礎研究および応⽤研究を⾏う。

研究を⾃ら実施できるようになるために、研究課題の達成までのプロセスを実践することで、倫理観を養うとともに研究活
動に必要な知識・技能・態度を修得する。

・研究課題の背景となる国内外研究の状況を理解し、その問題点を抽出できる。
・研究課題に関連する論⽂を読み、理解できる。
・研究計画を⽴て、実験や⾮実験系臨床研究を実施できる。
・研究の結果をまとめることができる。
・研究の結果を考察し、評価できる。
・研究の結果を発表し、質疑応答ができる。
・研究の成果を報告書や論⽂としてまとめることができる。

指導教員の指導下、特別研究の課題に取り組む。

予習：⽇々の研究計画の⽴案に際して、研究背景に関する知識を幅広く得ておく必要がある。
およその⽬安として研究の実施項⽬ごとに３時間程度とするが、状況によって必要時間は変わる。

復習：⽇々の研究によって得られた結果の考察を深めるためには、関連研究の情報収集が必要である。およその⽬安として、
研究の実施項⽬ごとに３時間程度とするが、状況によって必要時間は変わる。

⽇々の研究への取り組みに対する姿勢に加えて、研究成果のプレゼンテーション、特別研究報告書や論⽂等に基づき、総合的
に評価する。

研究課題に対して積極的に取り組み、様々な⾓度からの検討を通じて最善の⽅針を⽴てられるように⽇常的にフィードバック
する。新たな研究の流れに注意を払い、⾃らの実験のみでなく、参考になる関連分野の研究にも興味と関⼼を持って向かう
姿勢を継続的に促す。

薬学研究に貢献できる⼗分な能⼒を有し、⾼度かつ広範で最新の知識、並びに⾼度かつ優れた技能・態度・倫理観・責任感
等を⾝に付けることに加え、優れた臨床的洞察⼒・観察⼒・解析⼒を持つために、掲げた課題の解決にむけて研究を展開す
る。

3.すべての⼈に健康と福祉を

臨床薬学領域

芝野 真喜雄

・漢⽅⽣薬の薬能に関する科学的研究
 滋陰⽣薬の⽼化細胞に対する抗炎症作⽤に関する研究
 漢⽅製剤を⽤いたがん悪液質の予防・治療薬の開発に関する研究
・種間雑種（G. uralensis×G. glabra）を漢⽅⽣薬・⽢草として利⽤するための基礎研究
 特徴成分の⽣物活性試験や評価法に関する研究
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科⽬名

英語名

履修年次 年次・期間

学科 専攻

単位 選必区分

授業の⽬的と概要

⼀般⽬標（GIO）

到達⽬標（SBOs）

授業の⽅法

準備学習（予習）

準備学習（復習）

成績評価

試験・課題に対するフィード
バック⽅法

学位授与⽅針との関連

SDGs17の⽬標との関連

領域

指導教員

研究テーマ

特別研究

Thesis Research

1年 1年次・通年／2年次・通年／3年次・通年／4
年次・通年

薬学研究科 薬科学専攻

24.0単位 必修

未知なる⽣命現象の解明や新規薬物治療の開発を図る上で必要な研究活動における基本的知識、技能、態度を修得するた
め、医療・臨床薬学関連のテーマで基礎研究および応⽤研究を⾏う。

研究を⾃ら実施できるようになるために、研究課題の達成までのプロセスを実践することで、倫理観を養うとともに研究活
動に必要な知識・技能・態度を修得する。

・研究課題の背景となる国内外研究の状況を理解し、その問題点を抽出できる。
・研究課題に関連する論⽂を読み、理解できる。
・研究計画を⽴て、実験や⾮実験系臨床研究を実施できる。
・研究の結果をまとめることができる。
・研究の結果を考察し、評価できる。
・研究の結果を発表し、質疑応答ができる。
・研究の成果を報告書や論⽂としてまとめることができる。

指導教員の指導下、特別研究の課題に取り組む。

予習：⽇々の研究計画の⽴案に際して、研究背景に関する知識を幅広く得ておく必要がある。
およその⽬安として研究の実施項⽬ごとに３時間程度とするが、状況によって必要時間は変わる。

復習：⽇々の研究によって得られた結果の考察を深めるためには、関連研究の情報収集が必要である。およその⽬安として、
研究の実施項⽬ごとに３時間程度とするが、状況によって必要時間は変わる。

⽇々の研究への取り組みに対する姿勢に加えて、研究成果のプレゼンテーション、特別研究報告書や論⽂等に基づき、総合的
に評価する。

研究課題に対して積極的に取り組み、様々な⾓度からの検討を通じて最善の⽅針を⽴てられるように⽇常的にフィードバック
する。新たな研究の流れに注意を払い、⾃らの実験のみでなく、参考になる関連分野の研究にも興味と関⼼を持って向かう
姿勢を継続的に促す。

薬学研究に貢献できる⼗分な能⼒を有し、⾼度かつ広範で最新の知識、並びに⾼度かつ優れた技能・態度・倫理観・責任感
等を⾝に付けることに加え、優れた臨床的洞察⼒・観察⼒・解析⼒を持つために、掲げた課題の解決にむけて研究を展開す
る。

3.すべての⼈に健康と福祉を

⽣物・予防薬学領域

福永 理⼰郎、藤井 忍、伊藤 千紘

・造⾎サイトカインによる細胞増殖・分化の分⼦メカニズムの研究
・プロテインキナーゼを介した細胞内シグナル伝達機構の研究
・リン脂質加⽔分解酵素の酵素機能の分⼦論
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科⽬名

英語名

履修年次 年次・期間

学科 専攻

単位 選必区分

授業の⽬的と概要

⼀般⽬標（GIO）

到達⽬標（SBOs）

授業の⽅法

準備学習（予習）

準備学習（復習）

成績評価

試験・課題に対するフィード
バック⽅法

学位授与⽅針との関連

SDGs17の⽬標との関連

領域

指導教員

研究テーマ

特別研究

Thesis Research

1年 1年次・通年／2年次・通年／3年次・通年／4
年次・通年

感染制御学研究室

24.0単位 必修

未知なる⽣命現象の解明や新規薬物治療の開発を図る上で必要な研究活動における基本的知識、技能、態度を修得するた
め、医療・臨床薬学関連のテーマで基礎研究および応⽤研究を⾏う。

研究を⾃ら実施できるようになるために、研究課題の達成までのプロセスを実践することで、倫理観を養うとともに研究活
動に必要な知識・技能・態度を修得する。

・研究課題の背景となる国内外研究の状況を理解し、その問題点を抽出できる。
・研究課題に関連する論⽂を読み、理解できる。
・研究計画を⽴て、実験や⾮実験系臨床研究を実施できる。
・研究の結果をまとめることができる。
・研究の結果を考察し、評価できる。
・研究の結果を発表し、質疑応答ができる。
・研究の成果を報告書や論⽂としてまとめることができる。

指導教員の指導下、特別研究の課題に取り組む。

予習：⽇々の研究計画の⽴案に際して、研究背景に関する知識を幅広く得ておく必要がある。
およその⽬安として研究の実施項⽬ごとに３時間程度とするが、状況によって必要時間は変わる。

復習：⽇々の研究によって得られた結果の考察を深めるためには、関連研究の情報収集が必要である。およその⽬安として、
研究の実施項⽬ごとに３時間程度とするが、状況によって必要時間は変わる。

⽇々の研究への取り組みに対する姿勢に加えて、研究成果のプレゼンテーション、特別研究報告書や論⽂等に基づき、総合的
に評価する。

研究課題に対して積極的に取り組み、様々な⾓度からの検討を通じて最善の⽅針を⽴てられるように⽇常的にフィードバック
する。新たな研究の流れに注意を払い、⾃らの実験のみでなく、参考になる関連分野の研究にも興味と関⼼を持って向かう
姿勢を継続的に促す。

薬学研究に貢献できる⼗分な能⼒を有し、⾼度かつ広範で最新の知識、並びに⾼度かつ優れた技能・態度・倫理観・責任感
等を⾝に付けることに加え、優れた臨床的洞察⼒・観察⼒・解析⼒を持つために、掲げた課題の解決にむけて研究を展開す
る。

3.すべての⼈に健康と福祉を

⽣物・予防薬学領域

駒野 淳、宮本 勝城

・病原微⽣物と宿主の分⼦間相互作⽤に関する研究
・バイオマスの有効利⽤を⽬的とするキチン及びキシラン分解機構に関する分⼦⽣物学的研究
・感染症治療薬の開発を⽬的とする病原微⽣物による疾病発症機構に関する分⼦⽣物学的研究
・病原微⽣物の免疫系に与える影響とその排除機構に関する免疫学的解析

175



科⽬名

英語名

履修年次 年次・期間

学科 専攻

単位 選必区分

授業の⽬的と概要

⼀般⽬標（GIO）

到達⽬標（SBOs）

授業の⽅法

準備学習（予習）

準備学習（復習）

成績評価

試験・課題に対するフィード
バック⽅法

学位授与⽅針との関連

SDGs17の⽬標との関連

領域

指導教員

研究テーマ

特別研究

Thesis Research

1年 1年次・通年／2年次・通年／3年次・通年／4
年次・通年

薬学専攻

24.0単位 必修

未知なる⽣命現象の解明や新規薬物治療の開発を図る上で必要な研究活動における基本的知識、技能、態度を修得するた
め、医療・臨床薬学関連のテーマで基礎研究および応⽤研究を⾏う。

研究を⾃ら実施できるようになるために、研究課題の達成までのプロセスを実践することで、倫理観を養うとともに研究活
動に必要な知識・技能・態度を修得する。

・研究課題の背景となる国内外研究の状況を理解し、その問題点を抽出できる。
・研究課題に関連する論⽂を読み、理解できる。
・研究計画を⽴て、実験や⾮実験系臨床研究を実施できる。
・研究の結果をまとめることができる。
・研究の結果を考察し、評価できる。
・研究の結果を発表し、質疑応答ができる。
・研究の成果を報告書や論⽂としてまとめることができる。

指導教員の指導下、特別研究の課題に取り組む。

予習：⽇々の研究計画の⽴案に際して、研究背景に関する知識を幅広く得ておく必要がある。
およその⽬安として研究の実施項⽬ごとに３時間程度とするが、状況によって必要時間は変わる。

復習：⽇々の研究によって得られた結果の考察を深めるためには、関連研究の情報収集が必要である。およその⽬安として、
研究の実施項⽬ごとに３時間程度とするが、状況によって必要時間は変わる。

⽇々の研究への取り組みに対する姿勢に加えて、研究成果のプレゼンテーション、特別研究報告書や論⽂等に基づき、総合的
に評価する。

研究課題に対して積極的に取り組み、様々な⾓度からの検討を通じて最善の⽅針を⽴てられるように⽇常的にフィードバック
する。新たな研究の流れに注意を払い、⾃らの実験のみでなく、参考になる関連分野の研究にも興味と関⼼を持って向かう
姿勢を継続的に促す。

薬学研究に貢献できる⼗分な能⼒を有し、⾼度かつ広範で最新の知識、並びに⾼度かつ優れた技能・態度・倫理観・責任感
等を⾝に付けることに加え、優れた臨床的洞察⼒・観察⼒・解析⼒を持つために、掲げた課題の解決にむけて研究を展開す
る。

3.すべての⼈に健康と福祉を

⽣物・予防薬学領域

奥平 桂⼀郎、佐久間 覚、東 剛志

・動脈硬化関連因⼦の機能と⽣理的意義に関する研究
・がん治療を指向した製剤開発に関する研究
・細胞内タンパク質分解誘導による新規抗がん剤の開発研究
・核酸による遺伝⼦発現制御機構に関する研究
・酸化ストレスが関与する病態発症機序と制御因⼦に関する研究
・脳⾎管内⽪細胞のtight junctionの分⼦機構と制御因⼦に関する研究
・医薬品による環境汚染の動態と除染技術の開発
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科⽬名

英語名

履修年次 年次・期間

学科 専攻

単位 選必区分

授業の⽬的と概要

⼀般⽬標（GIO）

到達⽬標（SBOs）

授業の⽅法

準備学習（予習）

準備学習（復習）

成績評価

試験・課題に対するフィード
バック⽅法

学位授与⽅針との関連

SDGs17の⽬標との関連

領域

指導教員

研究テーマ

特別研究

Thesis Research

1年 1年次・通年／2年次・通年／3年次・通年／4
年次・通年

薬学研究科 薬学専攻

24.0単位 必修

未知なる⽣命現象の解明や新規薬物治療の開発を図る上で必要な研究活動における基本的知識、技能、態度を修得するた
め、医療・臨床薬学関連のテーマで基礎研究および応⽤研究を⾏う。

研究を⾃ら実施できるようになるために、研究課題の達成までのプロセスを実践することで、倫理観を養うとともに研究活
動に必要な知識・技能・態度を修得する。

・研究課題の背景となる国内外研究の状況を理解し、その問題点を抽出できる。
・研究課題に関連する論⽂を読み、理解できる。
・研究計画を⽴て、実験や⾮実験系臨床研究を実施できる。
・研究の結果をまとめることができる。
・研究の結果を考察し、評価できる。
・研究の結果を発表し、質疑応答ができる。
・研究の成果を報告書や論⽂としてまとめることができる。

指導教員の指導下、特別研究の課題に取り組む。

予習：⽇々の研究計画の⽴案に際して、研究背景に関する知識を幅広く得ておく必要がある。
およその⽬安として研究の実施項⽬ごとに３時間程度とするが、状況によって必要時間は変わる。

復習：⽇々の研究によって得られた結果の考察を深めるためには、関連研究の情報収集が必要である。およその⽬安として、
研究の実施項⽬ごとに３時間程度とするが、状況によって必要時間は変わる。

⽇々の研究への取り組みに対する姿勢に加えて、研究成果のプレゼンテーション、特別研究報告書や論⽂等に基づき、総合的
に評価する。

研究課題に対して積極的に取り組み、様々な⾓度からの検討を通じて最善の⽅針を⽴てられるように⽇常的にフィードバック
する。新たな研究の流れに注意を払い、⾃らの実験のみでなく、参考になる関連分野の研究にも興味と関⼼を持って向かう
姿勢を継続的に促す。

薬学研究に貢献できる⼗分な能⼒を有し、⾼度かつ広範で最新の知識、並びに⾼度かつ優れた技能・態度・倫理観・責任感
等を⾝に付けることに加え、優れた臨床的洞察⼒・観察⼒・解析⼒を持つために、掲げた課題の解決にむけて研究を展開す
る。

3.すべての⼈に健康と福祉を

⽣物・予防薬学領域

奥⽥ 洋明、⽥中 智

・慢性痛の発症機序の解明と新規治療法の開発
・植物由来⽣理活性物質による抗炎症機序の解明
・グリア細胞の機能的多様性の解明
・細胞増殖阻害薬の作⽤メカニズムの解明と細胞の増殖・分化・死の機構解明
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科⽬名

英語名

履修年次 年次・期間

学科 専攻

単位 選必区分

授業の⽬的と概要

⼀般⽬標（GIO）

到達⽬標（SBOs）

授業の⽅法

準備学習（予習）

準備学習（復習）

成績評価

試験・課題に対するフィード
バック⽅法

学位授与⽅針との関連

SDGs17の⽬標との関連

領域

指導教員

研究テーマ

特別研究

Thesis Research

1年 1年次・通年／2年次・通年／3年次・通年／4
年次・通年

薬学研究科 薬科学専攻

24.0単位 必修

未知なる⽣命現象の解明や新規薬物治療の開発を図る上で必要な研究活動における基本的知識、技能、態度を修得するた
め、医療・臨床薬学関連のテーマで基礎研究および応⽤研究を⾏う。

研究を⾃ら実施できるようになるために、研究課題の達成までのプロセスを実践することで、倫理観を養うとともに研究活
動に必要な知識・技能・態度を修得する。

・研究課題の背景となる国内外研究の状況を理解し、その問題点を抽出できる。
・研究課題に関連する論⽂を読み、理解できる。
・研究計画を⽴て、実験や⾮実験系臨床研究を実施できる。
・研究の結果をまとめることができる。
・研究の結果を考察し、評価できる。
・研究の結果を発表し、質疑応答ができる。
・研究の成果を報告書や論⽂としてまとめることができる。

指導教員の指導下、特別研究の課題に取り組む。

予習：⽇々の研究計画の⽴案に際して、研究背景に関する知識を幅広く得ておく必要がある。
およその⽬安として研究の実施項⽬ごとに３時間程度とするが、状況によって必要時間は変わる。

復習：⽇々の研究によって得られた結果の考察を深めるためには、関連研究の情報収集が必要である。およその⽬安として、
研究の実施項⽬ごとに３時間程度とするが、状況によって必要時間は変わる。

⽇々の研究への取り組みに対する姿勢に加えて、研究成果のプレゼンテーション、特別研究報告書や論⽂等に基づき、総合的
に評価する。

研究課題に対して積極的に取り組み、様々な⾓度からの検討を通じて最善の⽅針を⽴てられるように⽇常的にフィードバック
する。新たな研究の流れに注意を払い、⾃らの実験のみでなく、参考になる関連分野の研究にも興味と関⼼を持って向かう
姿勢を継続的に促す。

薬学研究に貢献できる⼗分な能⼒を有し、⾼度かつ広範で最新の知識、並びに⾼度かつ優れた技能・態度・倫理観・責任感
等を⾝に付けることに加え、優れた臨床的洞察⼒・観察⼒・解析⼒を持つために、掲げた課題の解決にむけて研究を展開す
る。

3.すべての⼈に健康と福祉を

⽣物・予防薬学領域

⼩⾕ 明

・⽣体関連物質の超⾼感度分離分析法の開発と応⽤
・電極反応メカニズムの解明と電気化学検出への展開に関する研究
・ケモメトリクスを活⽤した分析法バリデーションの⾼効率化に関する研究
・天然物由来の⽣理活性物質の網羅的解析法の開発
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科⽬名

英語名

履修年次 年次・期間

学科 専攻

単位 選必区分

授業の⽬的と概要

⼀般⽬標（GIO）

到達⽬標（SBOs）

授業の⽅法

準備学習（予習）

準備学習（復習）

成績評価

試験・課題に対するフィード
バック⽅法

学位授与⽅針との関連

SDGs17の⽬標との関連

領域

指導教員

研究テーマ

特別研究

Thesis Research

1年 1年次・通年／2年次・通年／3年次・通年／4
年次・通年

薬学専攻（博⼠課程）

24.0単位 必修

未知なる⽣命現象の解明や新規薬物治療の開発を図る上で必要な研究活動における基本的知識、技能、態度を修得するた
め、医療・臨床薬学関連のテーマで基礎研究および応⽤研究を⾏う。

研究を⾃ら実施できるようになるために、研究課題の達成までのプロセスを実践することで、倫理観を養うとともに研究活
動に必要な知識・技能・態度を修得する。

・研究課題の背景となる国内外研究の状況を理解し、その問題点を抽出できる。
・研究課題に関連する論⽂を読み、理解できる。
・研究計画を⽴て、実験や⾮実験系臨床研究を実施できる。
・研究の結果をまとめることができる。
・研究の結果を考察し、評価できる。
・研究の結果を発表し、質疑応答ができる。
・研究の成果を報告書や論⽂としてまとめることができる。

指導教員の指導下、特別研究の課題に取り組む。

予習：⽇々の研究計画の⽴案に際して、研究背景に関する知識を幅広く得ておく必要がある。
およその⽬安として研究の実施項⽬ごとに３時間程度とするが、状況によって必要時間は変わる

復習：⽇々の研究によって得られた結果の考察を深めるためには、関連研究の情報収集が必要である。およその⽬安として、
研究の実施項⽬ごとに３時間程度とするが、状況によって必要時間は変わる。

⽇々の研究への取り組みに対する姿勢に加えて、研究成果のプレゼンテーション、特別研究報告書や論⽂等に基づき、総合的
に評価する。

研究課題に対して積極的に取り組み、様々な⾓度からの検討を通じて最善の⽅針を⽴てられるように⽇常的にフィードバック
する。新たな研究の流れに注意を払い、⾃らの実験のみでなく、参考になる関連分野の研究にも興味と関⼼を持って向かう
姿勢を継続的に促す。

薬学研究に貢献できる⼗分な能⼒を有し、⾼度かつ広範で最新の知識、並びに⾼度かつ優れた技能・態度・倫理観・責任感
等を⾝に付けることに加え、優れた臨床的洞察⼒・観察⼒・解析⼒を持つために、掲げた課題の解決にむけて研究を展開す
る。

3.すべての⼈に健康と福祉を

⽣物・予防薬学領域

友尾 幸司、尹 康⼦

・タンパク質⽣合成開始因⼦の構造機能解析
・タウタンパク質の⾃⼰重合機構の解明と重合阻害剤の開発
・放線菌におけるキシロオリゴ糖細胞内輸送機構の解明
・新規抗菌薬の開発を⽬指した病原性細菌の鉄取り込み機構の解明
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科⽬名

英語名

履修年次 年次・期間

学科 専攻

単位 選必区分

授業の⽬的と概要

⼀般⽬標（GIO）

到達⽬標（SBOs）

授業の⽅法

準備学習（予習）

準備学習（復習）

成績評価

試験・課題に対するフィード
バック⽅法

学位授与⽅針との関連

SDGs17の⽬標との関連

領域

指導教員

研究テーマ

特別研究

Thesis Research

1年 1年次・通年／2年次・通年／3年次・通年／4
年次・通年

薬学専攻／博⼠課程

24.0単位 必修

未知なる⽣命現象の解明や新規薬物治療の開発を図る上で必要な研究活動における基本的知識、技能、態度を修得するた
め、医療・臨床薬学関連のテーマで基礎研究および応⽤研究を⾏う。

研究を⾃ら実施できるようになるために、研究課題の達成までのプロセスを実践することで、倫理観を養うとともに研究活
動に必要な知識・技能・態度を修得する。

・研究課題の背景となる国内外研究の状況を理解し、その問題点を抽出できる。
・研究課題に関連する論⽂を読み、理解できる。
・研究計画を⽴て、実験や⾮実験系臨床研究を実施できる。
・研究の結果をまとめることができる。
・研究の結果を考察し、評価できる。
・研究の結果を発表し、質疑応答ができる。
・研究の成果を報告書や論⽂としてまとめることができる。

指導教員の指導下、特別研究の課題に取り組む。

予習：⽇々の研究計画の⽴案に際して、研究背景に関する知識を幅広く得ておく必要がある。
およその⽬安として研究の実施項⽬ごとに３時間程度とするが、状況によって必要時間は変わる。

復習：⽇々の研究によって得られた結果の考察を深めるためには、関連研究の情報収集が必要である。およその⽬安として、
研究の実施項⽬ごとに３時間程度とするが、状況によって必要時間は変わる。

⽇々の研究への取り組みに対する姿勢に加えて、研究成果のプレゼンテーション、特別研究報告書や論⽂等に基づき、総合的
に評価する。

研究課題に対して積極的に取り組み、様々な⾓度からの検討を通じて最善の⽅針を⽴てられるように⽇常的にフィードバック
する。新たな研究の流れに注意を払い、⾃らの実験のみでなく、参考になる関連分野の研究にも興味と関⼼を持って向かう
姿勢を継続的に促す。

薬学研究に貢献できる⼗分な能⼒を有し、⾼度かつ広範で最新の知識、並びに⾼度かつ優れた技能・態度・倫理観・責任感
等を⾝に付けることに加え、優れた臨床的洞察⼒・観察⼒・解析⼒を持つために、掲げた課題の解決にむけて研究を展開す
る。

3.すべての⼈に健康と福祉を

創薬化学領域

⾕⼝ 雅彦、平⽥ 佳之

・各種⽣薬成分の構造解析と⽣理活性に関する研究
・サプリメントの有⽤性に関する研究
・エピゲノム及びタンパク質間相互作⽤を制御する⽣薬成分の探索
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科⽬名

英語名

履修年次 年次・期間

学科 専攻

単位 選必区分

授業の⽬的と概要

⼀般⽬標（GIO）

到達⽬標（SBOs）

授業の⽅法

準備学習（予習）

準備学習（復習）

成績評価

試験・課題に対するフィード
バック⽅法

学位授与⽅針との関連

SDGs17の⽬標との関連

領域

指導教員

研究テーマ

特別研究

Thesis Research

1年 1年次・通年／2年次・通年／3年次・通年／4
年次・通年

薬学専攻

24.0単位 必修

未知なる⽣命現象の解明や新規薬物治療の開発を図る上で必要な研究活動における基本的知識、技能、態度を修得するた
め、医療・臨床薬学関連のテーマで基礎研究および応⽤研究を⾏う。

研究を⾃ら実施できるようになるために、研究課題の達成までのプロセスを実践することで、倫理観を養うとともに研究活
動に必要な知識・技能・態度を修得する。

・研究課題の背景となる国内外研究の状況を理解し、その問題点を抽出できる。
・研究課題に関連する論⽂を読み、理解できる。
・研究計画を⽴て、実験や⾮実験系臨床研究を実施できる。
・研究の結果をまとめることができる。
・研究の結果を考察し、評価できる。
・研究の結果を発表し、質疑応答ができる。
・研究の成果を報告書や論⽂としてまとめることができる。

指導教員の指導下、特別研究の課題に取り組む。

予習：⽇々の研究計画の⽴案に際して、研究背景に関する知識を幅広く得ておく必要がある。
およその⽬安として研究の実施項⽬ごとに３時間程度とするが、状況によって必要時間は変わる。

復習：⽇々の研究によって得られた結果の考察を深めるためには、関連研究の情報収集が必要である。およその⽬安として、
研究の実施項⽬ごとに３時間程度とするが、状況によって必要時間は変わる。

⽇々の研究への取り組みに対する姿勢に加えて、研究成果のプレゼンテーション、特別研究報告書や論⽂等に基づき、総合的
に評価する。

研究課題に対して積極的に取り組み、様々な⾓度からの検討を通じて最善の⽅針を⽴てられるように⽇常的にフィードバック
する。新たな研究の流れに注意を払い、⾃らの実験のみでなく、参考になる関連分野の研究にも興味と関⼼を持って向かう
姿勢を継続的に促す。

薬学研究に貢献できる⼗分な能⼒を有し、⾼度かつ広範で最新の知識、並びに⾼度かつ優れた技能・態度・倫理観・責任感
等を⾝に付けることに加え、優れた臨床的洞察⼒・観察⼒・解析⼒を持つために、掲げた課題の解決にむけて研究を展開す
る。

3.すべての⼈に健康と福祉を

創薬化学領域

宇佐美 吉英、⽶⼭ 弘樹、葉⼭ 登

・抗腫瘍性海洋天然物及びその類縁体の合成と⽣理活性に関する研究
・新規複素環化合物の合成研究
・ドラッグデザインに基づく機能性有機化合物の合成研究
・⾮天然型アミノ酸合成のための新規キラル触媒の開発
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科⽬名

英語名

履修年次 年次・期間

学科 専攻

単位 選必区分

授業の⽬的と概要

⼀般⽬標（GIO）

到達⽬標（SBOs）

授業の⽅法

準備学習（予習）

準備学習（復習）

成績評価

試験・課題に対するフィード
バック⽅法

学位授与⽅針との関連

SDGs17の⽬標との関連

領域

指導教員

研究テーマ

特別研究

Thesis Research

1年 1年次・通年／2年次・通年／3年次・通年／4
年次・通年

薬学専攻（博⼠課程）

24.0単位 必修

未知なる⽣命現象の解明や新規薬物治療の開発を図る上で必要な研究活動における基本的知識、技能、態度を修得するた
め、医療・臨床薬学関連のテーマで基礎研究および応⽤研究を⾏う。

研究を⾃ら実施できるようになるために、研究課題の達成までのプロセスを実践することで、倫理観を養うとともに研究活
動に必要な知識・技能・態度を修得する。

・研究課題の背景となる国内外研究の状況を理解し、その問題点を抽出できる。
・研究課題に関連する論⽂を読み、理解できる。
・研究計画を⽴て、実験や⾮実験系臨床研究を実施できる。
・研究の結果をまとめることができる。
・研究の結果を考察し、評価できる。
・研究の結果を発表し、質疑応答ができる。
・研究の成果を報告書や論⽂としてまとめることができる。

指導教員の指導下、特別研究の課題に取り組む。

予習：⽇々の研究計画の⽴案に際して、研究背景に関する知識を幅広く得ておく必要がある。
およその⽬安として研究の実施項⽬ごとに３時間程度とするが、状況によって必要時間は変わる。

復習：⽇々の研究によって得られた結果の考察を深めるためには、関連研究の情報収集が必要である。およその⽬安として、
研究の実施項⽬ごとに３時間程度とするが、状況によって必要時間は変わる。

⽇々の研究への取り組みに対する姿勢に加えて、研究成果のプレゼンテーション、特別研究報告書や論⽂等に基づき、総合的
に評価する。

研究課題に対して積極的に取り組み、様々な⾓度からの検討を通じて最善の⽅針を⽴てられるように⽇常的にフィードバック
する。新たな研究の流れに注意を払い、⾃らの実験のみでなく、参考になる関連分野の研究にも興味と関⼼を持って向かう
姿勢を継続的に促す。

薬学研究に貢献できる⼗分な能⼒を有し、⾼度かつ広範で最新の知識、並びに⾼度かつ優れた技能・態度・倫理観・責任感
等を⾝に付けることに加え、優れた臨床的洞察⼒・観察⼒・解析⼒を持つために、掲げた課題の解決にむけて研究を展開す
る。

3.すべての⼈に健康と福祉を

創薬化学領域

平野 智也、⼭⽥ 剛司、安⽥ ⼤輔

・医療への応⽤を志向した光機能分⼦の開発
・エピジェネティクス、エピトランスクリプトームを制御、解析する分⼦の開発
・天然由来有機化合物からの抗腫瘍性物質のシーズ探索研究
・微⽣物コミュニケーションを利⽤した共培養の開発
・⽣体防御と⽼化を制御する低・中分⼦化合物創薬
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科⽬名

英語名

履修年次 年次・期間

学科 専攻

単位 選必区分

授業の⽬的と概要

⼀般⽬標（GIO）

到達⽬標（SBOs）

授業の⽅法

準備学習（予習）

準備学習（復習）

成績評価

試験・課題に対するフィード
バック⽅法

学位授与⽅針との関連

SDGs17の⽬標との関連

領域

指導教員

研究テーマ

特別研究

Thesis Research

1年 1年次・通年／2年次・通年／3年次・通年／4
年次・通年

薬学専攻

24.0単位 必修

未知なる⽣命現象の解明や新規薬物治療の開発を図る上で必要な研究活動における基本的知識、技能、態度を修得するた
め、医療・臨床薬学関連のテーマで基礎研究および応⽤研究を⾏う。

研究を⾃ら実施できるようになるために、研究課題の達成までのプロセスを実践することで、倫理観を養うとともに研究活
動に必要な知識・技能・態度を修得する。

・研究課題の背景となる国内外研究の状況を理解し、その問題点を抽出できる。
・研究課題に関連する論⽂を読み、理解できる。
・研究計画を⽴て、実験や⾮実験系臨床研究を実施できる。
・研究の結果をまとめることができる。
・研究の結果を考察し、評価できる。
・研究の結果を発表し、質疑応答ができる。
・研究の成果を報告書や論⽂としてまとめることができる。

指導教員の指導下、特別研究の課題に取り組む。

予習：⽇々の研究計画の⽴案に際して、研究背景に関する知識を幅広く得ておく必要がある。
およその⽬安として研究の実施項⽬ごとに３時間程度とするが、状況によって必要時間は変わる。

復習：⽇々の研究によって得られた結果の考察を深めるためには、関連研究の情報収集が必要である。およその⽬安として、
研究の実施項⽬ごとに３時間程度とするが、状況によって必要時間は変わる。

⽇々の研究への取り組みに対する姿勢に加えて、研究成果のプレゼンテーション、特別研究報告書や論⽂等に基づき、総合的
に評価する。

研究課題に対して積極的に取り組み、様々な⾓度からの検討を通じて最善の⽅針を⽴てられるように⽇常的にフィードバック
する。新たな研究の流れに注意を払い、⾃らの実験のみでなく、参考になる関連分野の研究にも興味と関⼼を持って向かう
姿勢を継続的に促す。

薬学研究に貢献できる⼗分な能⼒を有し、⾼度かつ広範で最新の知識、並びに⾼度かつ優れた技能・態度・倫理観・責任感
等を⾝に付けることに加え、優れた臨床的洞察⼒・観察⼒・解析⼒を持つために、掲げた課題の解決にむけて研究を展開す
る。

3.すべての⼈に健康と福祉を

創薬化学領域

浦⽥ 秀仁・和⽥ 俊⼀

・元素多様化を基盤とした⽣物活性化合物の創製
・多彩な元素を持つ化合物の新しい合成⼿法の開発
・ビタミンやホルモンを基盤とした⽣物活性化合物の創製
・細胞内移送能を有するキャリアペプチドの開発
・細胞膜透過性ペプチドの核酸医薬細胞内デリバリーツールとしての応⽤
・がん細胞を可視化するペプチド性イメージング分⼦の開発
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令和 7 年度 

薬学専攻（博士課程） 

がんプロフェッショナル養成コース 
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学
演
習

　
※
1
年
次
～
4
年
次
の
い
ず
れ
か
で
履
修
す
る

（
必
修
）

　
臨
床
薬
学
研
修
・
特
別
研
究

＜
薬
学
臨
床
領
域
＞

（
選
択
必
修
）

　
前
期
：
医
療
評
価
演
習

　
※
1
年
次
～
4
年
次
の
い
ず
れ
か
で
履
修
す
る

（
必
修
）

　
が
ん
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
基
盤
育
成
演
習
Ⅰ

（
必
修
）

　
が
ん
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
基
盤
育
成
演
習
Ⅱ

デ デ
ィィ
ププ
ロロ
ママ
・・
ポポ
リリ
シシ
ーー

（
必
修
）

　
前
期
・
後
期
：
が
ん
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
基
盤
育
成
演
習
Ⅲ

　
※
1
年
次
～
4
年
次
の
い
ず
れ
か
で
履
修
す
る

（
選
択
必
修
）

　
前
期
・
後
期
：
が
ん
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
基
盤
育
成
演
習
Ⅳ

　
※
1
年
次
～
4
年
次
の
い
ず
れ
か
で
履
修
す
る

（
必
修
）

　
が
ん
臨
床
・
特
別
研
究
演
習

医
療
薬
学
、
生

物
・
予
防
薬
学

と
創
薬
化
学
、

臨
床
・
医
療
の

実
践
に
よ
る
薬

学
臨
床
、
さ
ら

に
こ
れ
ら
を
有

機
的
に
連
携
さ

せ
た
ト
ラ
ン
ス

レ
ー
シ
ョ
ナ
ル

リ
サ
ー
チ
と
臨

床
か
ら
の

フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク

を
取
り
入
れ

た
、
総
合
的
な

臨
床
・
医
療
薬

学
教
育
を
行

い
ま
す
。

科
目
を
通
じ

て
、
専
門
性
の

高
い
研
究
力
、

研
究
成
果
や

情
報
の
正
確

な
伝
達
能
力
・

説
明
能
力
を

養
成
す
る
と
と

も
に
、
臨
床
・

医
療
の
分
野

で
求
め
ら
れ
る

崇
高
な
倫
理

観
、
使
命
感
を

涵
養
し
ま
す
。

科
目
は
講
義
、

演
習
に
分
け

て
開
講
す
る
と

と
も
に
、
特
別

研
究
を
配
置
し

ま
す
。

が
ん
に
対
す
る

基
礎
と
応
用
の

高
い
研
究
能

力
を
身
に
付
け

る
た
め
臨
床
研

修
を
実
施
し
ま

す
。
が
ん
医
療

の
高
度
化
・
均

て
ん
化
に
貢

献
す
る
こ
と
の

で
き
る
知
識
と

技
能
、
態
度
を

修
得
で
き
る
よ

う
、
症
例
報

告
、
症
例
検
討

に
参
加
し
ま

す
。

薬
学
研
究
に
貢
献
で
き
る
十
分

な
能
力
を
有
し
、
高
度
か
つ
広

範
で
最
新
の
知
識
、
並
び
に
高

度
か
つ
優
れ
た
技
能
・
態
度
・
倫

理
観
・
責
任
感
等
を
身
に
付
け

て
い
る
こ
と
。

優
れ
た
臨
床
的
洞
察
力
・
観
察

力
・
解
析
力
を
持
ち
、
臨
床
現

場
に
精
通
し
て
い
る
こ
と
。

が
ん
専
門
薬
剤
師
に
求
め
ら
れ

る
医
療
に
お
け
る
実
践
を
体
験

し
、
臨
床
研
究
に
従
事
し
て
症

例
報
告
や
症
例
検
討
を
行
う
こ

と
が
で
き
る
こ
と
。

演
習

（
必
修
）

　
外
国
文
献
講
読

＜
医
療
薬
学
領
域
＞

（
選
択
必
修
）

　
前
期
：
薬
効
評
価
演
習
、
病
態
評
価
演
習

　
※
1
年
次
～
4
年
次
の
い
ず
れ
か
で
履
修
す
る

（
必
修
）

　
後
期
：
が
ん
医
療
薬
学
特
論

　
※
1
年
次
～
4
年
次
の
い
ず
れ
か
で
履
修
す
る

講
義

（
選
択
必
修
）

　
e-
L
ea
rn
in
gに

よ
る
が
ん
医
療
関
連
講
義

　
※
詳
細
は
薬
学
研
究
科
薬
学
専
攻
博
士
課
程
が
ん
専
門
薬
剤
師
養
成
コ
ー
ス
に
お
け
る
e-
L
ea
rn
in
gに

よ
る
が
ん
医
療
関
連
講
義
科
目
の
履
修
要
項
に
定
め
る

カカ
リリ
キキ
ュュ
ララ
ムム
･･ポポ

リリ
シシ
ーー

科科
目目

区区
分分

11
年年

次次
22
年年

次次
33
年年

次次
44
年年

次次
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科目
区分

単位数 区分 令和７年度担当者

1 ● 矢野、中村任、岩永、宮崎、芝野

別に定
める

○ 矢野、中村任

4 ● 矢野、中村任、岩永、中村敏明、角山

2 ● 矢野、中村任、岩永、中村敏明、角山

2 ● 矢野、中村任、岩永、中村敏明、角山

1 ● 矢野、中村任、岩永、中村敏明、角山

2 ● 矢野、中村任、岩永、中村敏明、角山

1 ○ 矢野、中村任、岩永、中村敏明、角山

実
　
　
　
　
　
習

24 ● 矢野、中村任、岩永、中村敏明、角山

　令和７（2025）年度　薬学専攻（博士課程）がんプロフェッショナル養成コース　特論開講科目・担当者

2024（令和６）年度以降入学生

授業科目の名称 配当年次

がん医療薬学特論 1・2・3・4後

1～4

臨床薬学研修・特別研究 1～4

注）●：必修科目、○：選択　下線：特論・演習の科目責任者　斜字体：指導補助
教員

ｅ-Learningによるがん医療関連講義 別に定める

がんプロフェッショナル基盤育成演習Ⅳ 1・2・3・4前・後

1・2・3・4前・後

演
　
　
　
　
　
　
　
習

講
　
義

外国文献講読 1～4

がんプロフェッショナル基盤育成演習Ⅰ

がんプロフェッショナル基盤育成演習Ⅱ

がんプロフェッショナル基盤育成演習Ⅲ

がん臨床・特別研究演習

1通

2通
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科⽬名

英語名

履修年次 年次・期間

専攻／課程 選必区分

単 位

指導教員

授業の⽬的と概要

⼀般⽬標（GIO）

授業の⽅法

準備学習（予習）

準備学習（復習）

成績評価

試験・課題に対するフィード
バック⽅法

学位授与⽅針との関連

SDGs17の⽬標との関連

教科書（書名・著者・出版
社）

参考書（書名・著者・出版
社）

授業計画

(左より)回数・項⽬（担当者） 到達⽬標（SBOｓ） 授業内容

がん医療薬学特論

Overview of Pharmaceutical Care and Sciences for Board Certified Oncology Pharmacy Specialist

1年 1年次・後期／2年次・後期／3年次・後期／4
年次・後期

薬学専攻／博⼠課程・がんプロフェッショナ
ル養成コース 必修

1.0単位

⽮野 良⼀、中村 任、岩永 ⼀範、宮崎 誠、芝野 真喜雄

がんに関わるプロフェッショナル（医療者、研究者）となるための基盤を構築するため、がん医療に関する最新の動向につい
て解説する。

がんに関わるプロフェッショナル（医療者、研究者）として活躍するための基盤として、がん医療に関する最新の動向につい
て理解を深める。

プリントやパワーポイントを⽤いた講義形式で授業を⾏う。

2時間：e-Learning等の資料、教科書等を参考にして、予習に努めること。

2時間：授業内容を整理してノートにまとめる等、復習に努めること。

講義、演習時の質問や討論への参加講状況（20％）、並びにレポート等（80％）を基に成績を評価する。

レポート等についてはコメント付与の上フィードバックする。

優れた臨床的洞察⼒・観察⼒・解析⼒を持ち、臨床現場に精通していること。

3.すべての⼈に健康と福祉を／4.質の⾼い教育をみんなに

特に指定しない。

がんプロ事業で提供されているがん医療に関するe-Learning教材、あるいは⽇本癌治療学会から提供されているe-learning教
材を、特論関連領域の予習、復習で活⽤することを⼼がける。

１．⽮野 良⼀
分⼦標的抗がん剤の作⽤機構の基礎を理解し、その臨床応⽤と新たな可能性について学ぶ。
 「がん分⼦標的治療の基礎と応⽤」

２．⽮野 良⼀
がんと免疫系の関りを理解し、免疫療法のマネジメントについて学ぶ。
「がんの免疫療法」

３．⽮野 良⼀
緩和ケアの実践に際して理解する必要のある、オピオイド等の薬理作⽤、副作⽤情報、相互作⽤等について学ぶ。
「がん性疼痛コントロール（制御）」

４．⽮野 良⼀
併存疾患を有するがん患者における治療上の問題点について理解し、総合的に薬物治療をマネジメントする視点について学ぶ。
「併存疾患を有するがん患者の薬物療法」

５．芝野 真喜雄
がん化学療法の実践に際して理解する必要のある、抗がん剤等の薬理作⽤、副作⽤情報及び漢⽅製剤の併⽤等について学ぶ。
「がん治療と漢⽅薬」

６．岩永 ⼀範
抗がん剤の開発における製剤設計の重要性を理解するとともに、細胞内Pharmacokinetic-Pharmacodynamic（PK-PD）理論に基づいたがん化学療法の最適
化について学ぶ。
「抗がん剤の開発と製剤設計」

７．宮崎   誠
Pharmacokinetic-Pharmacodynamic（PK-PD）理論に基づいたがん化学療法の最適化と時間治療について学ぶ。
「PK-PD理論に基づいたがん化学療法と応⽤」

８．中村   任

187



がんのプロフェッショナルが、トランスレーショナルリサーチの実践に際して理解する必要のある、抗がん薬の評価⽅法および研究環境について学ぶ。
「抗がん薬の評価と研究環境」
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科⽬名

英語名

履修年次 年次・期間

専攻／課程 選必区分

単 位

指導教員

授業の⽬的と概要

⼀般⽬標（GIO）

授業の⽅法

準備学習（予習）

準備学習（復習）

成績評価

試験・課題に対するフィード
バック⽅法

学位授与⽅針との関連

SDGs17の⽬標との関連

教科書（書名・著者・出版
社）

参考書（書名・著者・出版
社）

授業計画

(左より)回数・項⽬（担当者） 到達⽬標（SBOｓ） 授業内容

e-Learningによるがん医療関連講義

e-Learning Lectures on Oncology and Tumor Therapeutics Subjects

カリキュラムにより異なります。

薬学専攻／博⼠課程・がんプロフェッショナ
ル養成コース 選択必修

1.0単位

⽮野、中村任

がん治療の医療現場において活躍する薬剤師、がん研究に従事する研究者には、常に時代の最先端の知⾒と⾼度な技術、及び
多職種間の連携が求められる。科学的な根拠に基づいて現場の実践課題を判断し、安全で有効な医療を推進できるがん専⾨
薬剤師、信頼される医療⼈、⾼い研究⼒を発揮してリーダーシップを取ることができる⼈材となるため、幅広い知識を修得す
ることを⽬的とする。別途指定するe-Learning システムから興味・関⼼に応じて授業を視聴し、学習する。

e-Learning システムを活⽤し、薬学領域をはじめ多職種における先端医療及び科学技術について、本学の講義のみでは得る
ことのできない幅広い知識の修得を⽬的とする。

学⽣は各⾃のパソコン等の端末で、別途指定するe-learningシステムにアクセスし、適宜授業を履修する。多様な講義が提供
されているので、学⽣は各⾃の興味関⼼に応じて履修計画を⽴て、その内容や履修時間について担当教員の確認を受けた
後、講義を受講する。講義の最後には⼩テストが課される場合がある。
なお、e-Learning システムの利⽤には別途、受講の登録⼿続きが必要である。
京都⼤学がんプロフェッショナル養成プランe-learning（https://ganpro.med.kyoto-u.ac.jp/learning/）
がんぷろオンライン教育プラットフォーム（https://ganpro.md.tsukuba.ac.jp/）

e-Learning という授業形態の性質上、履修者は⾃ら主体的に計画をたて、授業を履修することが求められる。
履修しようとする科⽬に関連した基本事項について知識を整理した上で、e-learningを視聴する（予習：2時間）

e-Learningで学んだ内容を整理し、⽂献などで検証して実質的な討論ができるよう準備する（復習：2時間）。

本学の担当教員が学⽣の履修計画に基づき独⾃に課すレポートの内容により知識の理解度を測り、成績評価を⾏う
（100％）。

提出されたレポートにコメントをつけてフィードバックする。

優れた臨床的洞察⼒・観察⼒・解析⼒を持ち、臨床現場に精通している。

3.すべての⼈に健康と福祉を／4.質の⾼い教育をみんなに

講義の中で各講師から指⽰がある。

講義の中で各講師から指⽰がある。

各e-leariningシステムのホームページにて講義計画が⽰されているので参照されたい。内容は適宜更新される場合がある。
なお、本学での単位認定については、「がんプロフェッショナル養成コースにおけるe-Learning によるがん医療関連講義科⽬の履修要項」による。
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科⽬名

英語名

履修年次 年次・期間

専攻／課程 選必区分

単 位

領域／研究室

指導教員

授業の⽬的と概要

⼀般⽬標（GIO）

到達⽬標（SBOs）

授業計画

授業の⽅法

準備学習（予習）

準備学習（復習）

成績評価

試験・課題に対するフィード
バック⽅法

学位授与⽅針との関連

SDGs17の⽬標との関連

教科書（書名・著者・出版
社）

参考書（書名・著者・出版
社）

外国⽂献講読

Literature Review in Pharmaceutical Sciences

1年 1年次・通年／2年次・通年／3年次・通年／4
年次・通年

薬学専攻／博⼠課程・がんプロフェッショナ
ル養成コース 必修

8.0単位

領域を問わない

⽮野 良⼀、中村 任、岩永 ⼀範、中村 敏明、⾓⼭ ⾹織

外国⽂献講読等により、がん医療に関する最新の医療情報を収集し、評価する。

外国⽂献の収集と評価を通じて、がんに関する最新の医療情報に精通する。

・関連分野でよく⽤いられる英単語を正確に記述できる。
・関連分野の英語論⽂の内容を理解し説明できる。
・英語で論⽂を書くために必要な基本構⽂を使⽤できる。
・医薬品等に関する基礎的情報を英⽂で収集し、内容を⽇本語で記述することができる。
・平易な英語を⽤いて研究成果の公表や医療現場での基本的な会話ができる。

がんに関する最新の情報について⾃ら広く検索・情報収集し、プレゼンテーションにまとめる、構造化抄録を作成するなど各
⾃の作業課題を設定する。また、取り組んだ内容について20分程度のプレゼンテーションを⾏い、その後に40分程度の質疑
応答、討論を⾏う。

セミナー形式で⾏う。
発表者が⾃⾝の研究もしくは関連する分野の研究について英語論⽂を読み、批判的吟味を⾏って紹介する。
参加者との議論により、研究⼿法や研究データの解釈について理解を深める。

⽇常の薬剤師実務、あるいは研究活動の中から、興味あるテーマを探すよう努める。あらかじめ論⽂を読み、要点をまとめ
たプレゼンテーション、あるいは構造化抄録を作成する。（8~10時間）

プレゼンテーション後に⽣じた疑問について、さらに関連する⽂献や資料等を⽤いて調査して整理する(２~３時間）。

⽂献紹介の内容及び質問に対する回答などを含め、総合的に評価する。

プレゼンテーションの際、理解が不⾜していることがあれば解説し、質問に答えられなかった場合は助⾔する。

薬学研究に貢献できる⼗分な能⼒を有し、⾼度かつ広範で最新の知識、並びに⾼度かつ優れた技術・態度・倫理観・責任感
等を⾝につける。

3.すべての⼈に健康と福祉を

特に指定しない

特に指定しない
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科⽬名

英語名

履修年次 年次・期間

専攻／課程 選必区分

単 位

指導教員

授業の⽬的と概要

⼀般⽬標（GIO）

授業の⽅法

準備学習（予習）

準備学習（復習）

成績評価

試験・課題に対するフィード
バック⽅法

学位授与⽅針との関連

SDGs17の⽬標との関連

教科書（書名・著者・出版
社）

参考書（書名・著者・出版
社）

授業計画

(左より)回数・項⽬（担当者） 到達⽬標（SBOｓ） 授業内容

がんプロフェッショナル基盤育成演習I

Seminar of Oncology Professional Training for Clinical Practice I

1年 1年次・通年

薬学専攻／博⼠課程・がんプロフェッショナ
ル養成コース 必修

2.0単位

⽮野 良⼀、中村 任、岩永 ⼀範、中村 敏明、⾓⼭ ⾹織

がんの臨床に関するテーマを設定し、症例検討や⽂献調査、討議を⾏い、取り組んだ内容について発表する。

がんのプロフェッショナルとして、最新のがん医療に精通し、がんの臨床に関わる課題を⾒出し、解決するための知識、技能
を修得する。

がんの臨床に関するテーマを設定し、教員の援助を得ながら、⾃ら症例検討や⽂献調査、討議を⾏い、取り組んだ内容につ
いて発表する。学⽣と教員の議論を交えて知識を深める。

演習予定の内容について資料をあらかじめ熟読し、さらにe-Learningを利⽤して、具体的な⼿技等を理解するよう努める（2
時間）。

演習中に指導を受けた事項や学んだ内容について復習し、要点をまとめたサマリーを作成する。さらに⽂献などで検証してそ
の背景にある理論を整理し、実質的な討論ができるよう準備する（2時間）。

演習における議論（40%）、プレゼンテーション（60%）にて評価する。

プレゼンテーションの際、理解が不⾜していることがあれば解説し、質問に対して答えられなかった場合は助⾔する。

優れた臨床的洞察⼒・観察⼒・解析⼒を持ち、臨床現場に精通していること。

3.すべての⼈に健康と福祉を／4.質の⾼い教育をみんなに

特に指定しない

特に指定しない

1 オリエンテーションとテーマ設定（⽮野、中村任、岩永、中村敏明、⾓⼭） がん医療の最新動向や関連項⽬について議論し、テーマならびに各⾃の作業
課題を設定する。
2, 3 症例検討・⽂献調査及び討議（中村任） 学⽣⾃ら症例検討・⽂献調査及び議論を重ね、中間発表に向けて準備する。
4, 5 症例検討・⽂献調査及び討議（岩永） 学⽣⾃ら症例検討・⽂献調査及び議論を重ね、中間発表に向けて準備する。
6, 7 症例検討・⽂献調査及び討議（中村敏明） 学⽣⾃ら症例検討・⽂献調査及び議論を重ね、中間発表に向けて準備する。
8 中間発表（⽮野、中村任、岩永、中村敏明、⾓⼭） 中間発表を⾏い、討論する
9, 10 症例検討・⽂献調査及び討議（⾓⼭） 学⽣⾃ら症例検討・⽂献調査及び議論を重ね、最終発表に向けて準備する。
11, 12 症例検討・⽂献調査及び討議（⽮野） 学⽣⾃ら症例検討・⽂献調査及び議論を重ね、最終発表に向けて準備する。
13, 14 症例検討・⽂献調査及び討議（⽮野） 学⽣⾃ら症例検討・⽂献調査及び議論を重ね、最終発表に向けて準備する。
15 最終発表（⽮野） 全体のまとめを発表する。
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科⽬名

英語名

履修年次 年次・期間

専攻／課程 選必区分

単 位

指導教員

授業の⽬的と概要

⼀般⽬標（GIO）

授業の⽅法

準備学習（予習）

準備学習（復習）

成績評価

試験・課題に対するフィード
バック⽅法

学位授与⽅針との関連

SDGs17の⽬標との関連

教科書（書名・著者・出版
社）

参考書（書名・著者・出版
社）

授業計画

(左より)回数・項⽬（担当者） 到達⽬標（SBOｓ） 授業内容

がんプロフェッショナル基盤育成演習II

Seminar of Oncology Professional Training for Clinical Practice II

2年 2年次・通年

薬学専攻／博⼠課程・がんプロフェッショナ
ル養成コース 必修

2.0単位

⽮野 良⼀、中村 任、岩永 ⼀範、中村 敏明、⾓⼭ ⾹織

がんの研究に関するテーマを設定し、⽂献調査、討議を⾏い、取り組んだ内容について発表する。

がんのプロフェッショナルとして、最新のがん研究に精通し、がんの研究に関わる課題を⾒出し、解決するための知識、技能
を修得する。

がんの研究に関するテーマを設定し、教員の援助を得ながら、⾃ら⽂献調査、討議を⾏い、取り組んだ内容について発表す
る。学⽣と教員の議論を交えて知識を深める。
必要に応じて、学内外の専⾨家を招聘し、講演や議論を⾏うことがある。

毎回の指導における関連資料をあらかじめ熟読し、さらにe-Learningを利⽤して、具体的な⼿技を理解するように努める（2
時間）。

当⽇の演習で学んだ内容についてサマリーを作成し、⽂献などで検証して実質的な討論ができるよう準備する（2時間）。

演習における議論（40%）およびプレゼンテーション（60%）にて評価する。

プレゼンテーションの際、理解が不⾜していることがあれば解説し、質問に対して答えられなかった場合は助⾔する。

薬学研究に貢献できる⼗分な能⼒を有し、⾼度かつ広範で最新の知識、ならびに⾼度かつ優れた技能・態度・
倫理観・責任感等を⾝につける。

3.すべての⼈に健康と福祉を／4.質の⾼い教育をみんなに

特に指定しない

特に指定しない

1 オリエンテーションとテーマ設定（⽮野、中村任、岩永、中村敏明、⾓⼭） がん研究の最新動向や関連項⽬について議論し、テーマならびに各⾃の作業
課題を設定する。
2, 3 ⽂献調査及び討議（中村任） 学⽣⾃ら⽂献調査及び議論を重ね、中間発表に向けて準備する。
4, 5 ⽂献調査及び討議（岩永） 学⽣⾃ら⽂献調査及び議論を重ね、中間発表に向けて準備する。
6, 7 ⽂献調査及び討議（中村敏明） 学⽣⾃ら⽂献調査及び議論を重ね、中間発表に向けて準備する。
8 中間発表（⽮野） 中間発表を⾏い、討論する
9, 10 ⽂献調査及び討議（⾓⼭） 学⽣⾃ら⽂献調査及び議論を重ね、最終発表に向けて準備する。
11, 12 ⽂献調査及び討議（⽮野） 学⽣⾃ら⽂献調査及び議論を重ね、最終発表に向けて準備する。
13, 14 ⽂献調査及び討議（⽮野） 学⽣⾃ら⽂献調査及び議論を重ね、最終発表に向けて準備する。
15 最終発表（⽮野） 全体のまとめを発表する。
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科⽬名

英語名

履修年次 年次・期間

専攻／課程 選必区分

単 位

指導教員

授業の⽬的と概要

⼀般⽬標（GIO）

授業の⽅法

準備学習（予習）

準備学習（復習）

成績評価

試験・課題に対するフィード
バック⽅法

学位授与⽅針との関連

SDGs17の⽬標との関連

教科書（書名・著者・出版
社）

参考書（書名・著者・出版
社）

授業計画

(左より)回数・項⽬（担当者） 到達⽬標（SBOｓ） 授業内容

がんプロフェッショナル基盤育成演習III

Seminar of Oncology Professional Training for Clinical Practice III

1年
1年次・前期／1年次・後期／2年次・前期／2
年次・後期／3年次・前期／3年次・後期／4
年次・前期／4年次・後期

薬学専攻／博⼠課程・がんプロフェッショナ
ル養成コース 必修

1.0単位

⽮野 良⼀、中村 任、岩永 ⼀範、中村 敏明、⾓⼭ ⾹織

医療機関で実施されるカンファレンスやキャンサーボードを⾒学し、その中で発⾒した課題について⽂献調査等を⾏い発表
する。

がんのチーム医療の現場で、キャンサーボードやカンファレンスの持つ意義を理解し、がんのプロフェッショナルに求められ
る知識や態度を⾝につける。

⼤阪医科薬科⼤学病院等を含む医療機関との間で連携協定を結んだ後、医療機関の薬剤師や医師の指導の下に演習する。

毎回の指導における資料等をあらかじめ熟読し、さらにe-Learningを利⽤して学習を⾏い、キャンサーボードやカンファレ
ンスにおける議論に備え、準備する（0.5時間）。

演習で学んだ内容についてサマリーを作成し、⽂献などで検証して実質的な討論ができるよう準備する（1時間）。

⼤阪医科薬科⼤学病院等、連携する医療機関において、指導に当たる薬剤師や医師の評価（40%）、ならびに本学のがんプロ
コース担当者の総合評価（60%）によって最終的な成績を査定する。

プレゼンテーションの際、理解が不⾜していることがあれば解説し、質問に対して答えられなかった場合は助⾔する。

優れた臨床的洞察⼒・観察⼒・解析⼒を持ち、臨床現場に精通していること。

3.すべての⼈に健康と福祉を／4.質の⾼い教育をみんなに

特に指定しない

特に指定しない

実際にキャンサーボードやカンファレンスに出席することで、キャンサーボードの持つ意義やがんプロフェッショナルに求められる役割を考え、知識・態度
を修得しながら、最適ながん診療を実施するために求められているテーマや作業課題を設定する。また、取り組んだ内容について発表する。
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科⽬名

英語名

履修年次 年次・期間

専攻／課程 選必区分

単 位

指導教員

授業の⽬的と概要

⼀般⽬標（GIO）

授業の⽅法

準備学習（予習）

準備学習（復習）

成績評価

試験・課題に対するフィード
バック⽅法

学位授与⽅針との関連

SDGs17の⽬標との関連

教科書（書名・著者・出版
社）

参考書（書名・著者・出版
社）

授業計画

(左より)回数・項⽬（担当者） 到達⽬標（SBOｓ） 授業内容

がんプロフェッショナル基盤育成演習III

Seminar of Oncology Professional Training for Clinical Practice III

1年
1年次・前期／1年次・後期／2年次・前期／2
年次・後期／3年次・前期／3年次・後期／4
年次・前期／4年次・後期

薬学専攻／博⼠課程・がんプロフェッショナ
ル養成コース 必修

1.0単位

⽮野 良⼀、中村 任、岩永 ⼀範、中村 敏明、⾓⼭ ⾹織

医療機関で実施されるカンファレンスやキャンサーボードを⾒学し、その中で発⾒した課題について⽂献調査等を⾏い発表
する。

がんのチーム医療の現場で、キャンサーボードやカンファレンスの持つ意義を理解し、がんのプロフェッショナルに求められ
る知識や態度を⾝につける。

⼤阪医科薬科⼤学病院等を含む医療機関との間で連携協定を結んだ後、医療機関の薬剤師や医師の指導の下に演習する。

毎回の指導における資料等をあらかじめ熟読し、さらにe-Learningを利⽤して学習を⾏い、キャンサーボードやカンファレ
ンスにおける議論に備え、準備する（0.5時間）。

演習で学んだ内容についてサマリーを作成し、⽂献などで検証して実質的な討論ができるよう準備する（1時間）。

⼤阪医科薬科⼤学病院等、連携する医療機関において、指導に当たる薬剤師や医師の評価（40%）、ならびに本学のがんプロ
コース担当者の総合評価（60%）によって最終的な成績を査定する。

プレゼンテーションの際、理解が不⾜していることがあれば解説し、質問に対して答えられなかった場合は助⾔する。

優れた臨床的洞察⼒・観察⼒・解析⼒を持ち、臨床現場に精通していること。

3.すべての⼈に健康と福祉を／4.質の⾼い教育をみんなに

特に指定しない

特に指定しない

実際にキャンサーボードやカンファレンスに出席することで、キャンサーボードの持つ意義やがんプロフェッショナルに求められる役割を考え、知識・態度
を修得しながら、最適ながん診療を実施するために求められているテーマや作業課題を設定する。また、取り組んだ内容について発表する。
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科⽬名

英語名

履修年次 年次・期間

専攻／課程 選必区分

単 位

指導教員

授業の⽬的と概要

⼀般⽬標（GIO）

授業の⽅法

準備学習（予習）

準備学習（復習）

成績評価

試験・課題に対するフィード
バック⽅法

学位授与⽅針との関連

SDGs17の⽬標との関連

教科書（書名・著者・出版
社）

参考書（書名・著者・出版
社）

授業計画

(左より)回数・項⽬（担当者） 到達⽬標（SBOｓ） 授業内容

がん臨床・特別研究演習

Clinical Training and Research in Oncology

1年 1年次・通年／2年次・通年／3年次・通年／4
年次・通年

薬学専攻／博⼠課程・がんプロフェッショナ
ル養成コース 必修

2.0単位

⽮野 良⼀、中村 任、岩永 ⼀範、中村 敏明、⾓⼭ ⾹織

がんプロコースにおいて学ぶ学⽣たちが、連携する病院等の臨床現場において⾏った研究成果や本学の所属研究室において⾏
った基礎研究の成果をまとめ、各年度ごとの成果として研究報告を⾏う。本学内における公開の発表会を基本とする。指導教
員をはじめ、他のさまざまな領域から参加する教員や⼤学院⽣・学⽣との質疑応答を通じて、各⾃が取り組んでいる研究の問
題点や発展するための課題を抽出し、新たな研究に結び付けることを⽬的とする。

がん診療や研究に関連する分野の最新の技術や研究成果をもとに、各⾃の研究を⾼度に発展させることを⽬標とする。

「授業内容・計画」にそって授業を⾏う。なお、この科⽬は発表会だけからなるのではなく、その準備段階における指導教
員との協議・発表資料の作成・発表・審査評価の結果を受けた改善等の多くの段階からなる。重要なことは、この成果発表
を、各⾃の研究のさらなる発展につなげ、役⽴てることができるか、ということである。そのため、発表当⽇には、各学⽣
は経年的な発表内容と改善点を⽰すことにしており、この科⽬が有効に機能しているか、検証できるよう、授業⽅法に⼯夫を
加えている。

「授業計画・内容」の項で記載した⽅法に従って⾏う。各学⽣は、この科⽬の授業の成果を、それぞれの研究の発展に有効
に活⽤することができるよう、成果を分かりやすく発表する準備をすることが求められる（8~10時間）。

授業・演習で学んだ内容についてサマリーを作成し、⽂献などで検証して実質的な討論ができるよう準備しておく（1時間）。

要旨に記載された内容が、各⾃の研究内容を適切に⽰しているか、Power point を⽤いての研究成果の発表が、臨床と基礎薬
学部分を有機的に連携させているか、新規性ならびに医療における重要性の両観点から評価する。なお、成績は、成果発表
の審査を担当する指導教員の評点をもとに、総合的な評価を与えて協議し、決定する。

プレゼンテーションの際、理解が不⾜していることがあれば解説し、質問に対して答えられなかった場合は助⾔する。

薬学研究に貢献できる⼗分な能⼒を有し、⾼度かつ広範で最新の知識、並びに⾼度かつ優れた技能・態度・倫理観・責任感
等を⾝につける。

3.すべての⼈に健康と福祉を／4.質の⾼い教育をみんなに

特に指定しない

特に指定しない

履修する学⽣が、各⾃の研究を⾼度に発展させることを⽬標として、がんの臨床と研究を融合させ、関連分野・領域における最先端の研究成果を⾒出すこと
を⽬標とする。
前年度の研究成果についてまとめたものを要旨として作成し、公開の成果発表会までに提出する。次に、 Power point を⽤いて研究成果を発表する準備を
し、臨床現場と本学内の指導教員の指導を受けて修正したのち、最終的な発表原稿を作成する。⼀⼈あたりの発表時間30分間、質疑応答15分間を⽬安とし
て、発表をおこなう。がんプロコースのワーキンググループの教員による成績評価と講評をもとに、発表後において、学⽣と指導教員に意⾒を述べ、各⾃の
研究の推進に向けた意⾒を付帯する。
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科⽬名

英語名

履修年次 年次・期間

専攻／課程 選必区分

単 位

指導教員

授業の⽬的と概要

⼀般⽬標（GIO）

授業の⽅法

準備学習（予習）

準備学習（復習）

成績評価

試験・課題に対するフィード
バック⽅法

学位授与⽅針との関連

SDGs17の⽬標との関連

教科書（書名・著者・出版
社）

参考書（書名・著者・出版
社）

授業計画

(左より)回数・項⽬（担当者） 到達⽬標（SBOｓ） 授業内容

がんプロフェッショナル基盤育成演習IV

Basic Course for Education of Board Certified Oncology Pharmacy Specialist IV

1年
1年次・前期／1年次・後期／2年次・前期／2
年次・後期／3年次・前期／3年次・後期／4
年次・前期／4年次・後期

薬学専攻／博⼠課程・がんプロフェッショナ
ル養成コース 選択必修

1.0単位

⽮野 良⼀、中村 任、岩永 ⼀範、中村 敏明、⾓⼭ ⾹織

臨床における抗がん剤調製、⿇薬などの医薬品管理、患者指導などの臨床実務に関する演習を⾏う。

がん医療に従事する薬剤師として必要とされる技能を修得し、⾃ら実践できるようになる。

⼤阪医科薬科⼤学附属病院等を含む医療機関との間で連携協定を結んだ後、がん専⾨薬剤師・指導薬剤師等の指導の下に演
習する。

毎回の指導における教科書・資料をあらかじめ熟読し、さらに、e-Learning を利⽤して、具体的な⼿技を理解するように努
める（0.5時間）。

当⽇の演習で学んだ内容についてサマリーを作成し、⽂献などで検証して実質的な討論ができるよう準備しておく（1時間）。

⼤阪医科薬科⼤学病院等、連携する医療機関において、指導に当たるがん専⾨薬剤師・指導薬剤師の評価（40％）、ならびに
本学のがんプロコース担当者の総合評価（60％）によって最終的な成績を査定する。

プレゼンテーションの際、理解が不⾜していることがあれば解説し、質問に対して答えられなかった場合は助⾔する。

優れた臨床的洞察⼒・観察⼒・解析⼒を持ち、臨床現場に精通していること。

3.すべての⼈に健康と福祉を／4.質の⾼い教育をみんなに

特に指定しない

特に指定しない

がん薬物療法の薬剤調製および医薬品管理、医薬品情報、患者指導等についての知識・技能を修得しながら、有効で安全ながん薬物療法を実施するために解
決することが求められるテーマ、ならびに作業課題を⾃ら広く検索、情報収集し、設定する。また、取り組んだ内容について発表する。
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科⽬名

英語名

履修年次 年次・期間

専攻／課程 選必区分

単 位

指導教員

授業の⽬的と概要

⼀般⽬標（GIO）

授業の⽅法

準備学習（予習）

準備学習（復習）

成績評価

試験・課題に対するフィード
バック⽅法

学位授与⽅針との関連

SDGs17の⽬標との関連

教科書（書名・著者・出版
社）

参考書（書名・著者・出版
社）

授業計画

(左より)回数・項⽬（担当者） 到達⽬標（SBOｓ） 授業内容

臨床薬学研修・特別研究

Thesis Research

1年 1年次・通年／2年次・通年／3年次・通年／4
年次・通年

薬学専攻／博⼠課程・がんプロフェッショナ
ル養成コース 必修

24.0単位

⽮野 良⼀、中村 任、岩永 ⼀範、中村 敏明、⾓⼭ ⾹織

がん診療の発展に資する研究成果を上げるため、医療機関と連携した臨床研究や、⼤学・研究機関との連携による研究を実施
し、その成果を発表する。

がん指導薬剤師の指導の下で臨床研究の実施⽅法及びそのまとめ⽅を習得する。
あるいは、⼤学・研究機関との連携による研究を推進することにより、がん診療の発展に資する成果を上げる。

⼤阪医科薬科⼤学病院等の連携する医療機関において、がん指導薬剤師等の指導の下に臨床研究を進める。
あるいは、所属する研究室等において、がんに関する研究を⾏う。

毎回の指導における研修内容・研究結果・考察・結論に基づき、翌⽇以降の研修・研究計画を再考して実施計画を⽴てる
（0.5時間）。

毎回の指導における研修内容・研究結果について考察し、さらに関連⽂献の調査・解析および指導者とのディスカッション
を通して現時点での結論を得る（1時間）。

⽇々の研究への取組に対する姿勢に加えて、研究成果のプレゼンテーション、報告書や論⽂等に基づき、総合的に評価する。

プレゼンテーションの際、理解が不⾜していることがあれば解説し、質問に対して答えられなかった場合は助⾔する。

薬学研究に貢献できる⼗分な能⼒を有し、⾼度かつ広範で最新の知識、並びに⾼度かつ優れた技能・態度・倫理観・責任感
等を⾝に付ける。

3.すべての⼈に健康と福祉を／4.質の⾼い教育をみんなに

特に指定しない

特に指定しない

診療データやオープンデータを活⽤した疫学研究、臨床における観察研究や介⼊研究、創薬化学、⽣物学、病態解析、薬効解析等の基礎研究を実施する。
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